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はじめに

このたびは、GP画面作成ソフト｢GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0｣をご採用いただき、ま

ことにありがとうございます。

この製品を正しくご使用いただくために、マニュアル類をよくお読みください。

また、マニュアル類は必ずご利用になる場所のお手元に保管し、いつでもご覧いただけるよう

にしておいてください。

© Copyright 1999 Digital Electronics Corporation. All rights reserved.

(株)デジタル1999 Oct.

おことわり

(1) ｢GP-PRO/PBⅢfor Windows Ver.4.0｣(以下本製品といいます)のプログラムおよびマニュ

アル類は、すべて(株)デジタルの著作物であり、(株)デジタルがユーザーに対し「ソフ

トウェア使用条件」に記載の使用権を許諾したものです。当該｢ソフトウェア使用条件｣

に反する行為は、日本国内外の法令により禁止されています。

(2) 本書の内容については万全を期して作成しておりますが、万一お気づきの点がありまし

たら、(株)デジタル「GPサポートダイヤル」までご連絡ください。

(3) 前項にかかわらず、本製品を運用した結果の影響および第三者のいかなる請求にも、(株)

デジタルは一切責任を負いません。

(4) 製品の改良のため、本書の記述と本製品のソフトウェアとの間に異なった部分が生じる

ことがあります。最新の説明は、別冊ないし電子的な情報として提供していますので、

あわせてご参照ください。

(5) 本書は、(株)デジタルから日本国内仕様として発売された製品専用です。

(6) 本製品が記録・表示する情報の中に、(株)デジタルまたは第三者が権利を有する無体財

産権、知的所有権に関わる内容を含むことがありますが、これは(株)デジタルがこれら

の権利の利用について、ユーザーまたはその他の第三者に、何らの保証や許諾を与える

ものではありません。

商標･商号の権利については｢商標権などについて」をご覧ください。

はじめに
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本書での表記 正式な表記

Windows 95 Microsoft® Windows®95 オペレーティングシステム

Windows 98 Microsoft® Windows®98 オペレーティングシステム

Windows NT Microsoft® Windows NT® オペレーティングシステム

MS-DOS Microsoft® MS-DOS® オペレーティングシステム

商標等 権利者

Microsoft, MS, MS-DOS, Windows, Windows 95, Windows
98, Windows NT, Windows エクスプローラ，Microsoft
Excel 95

米国Microsoft社

Intel, Pentium 米国Intel社

Pro-face (株)デジタル

NEC, PC-9800 日本電気(株)

Ethernet 米国Western Digital社

IBM, VGA, PC/AT 米国IBM社

商標権などについて

本書に記載の会社名、商品名は、各社の商号、商標(登録商標を含む)またはサービスマークで

す。本製品の表示・記述の中では、これら権利に関する個別の表示は省略しております。

なお、上記商号･商標類で、本書での表記が正式な表記と異なるものは以下の通りです。

商標権などについて
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マニュアルの読み方

第 1巻
インストレーションマニュアル

(本書)

本製品の特徴、概要、インストール方法など
基本的な説明をします。
簡単な生産ラインの画面作成を例に、本製品
の操作練習と主な機能の説明を行います
第 2 巻以降の PDF マニュアルの見方も説明し
ていますので必ずはじめにお読みください。

第 2巻
オペレーションマニュアル

本製品を使うための操作手順と一部特殊な機
能を除いたすべての機能について説明しま
す。PDF データで収録されています。

第 3巻
タグリファレンス
マニュアル

GP の画面上機能を指定する｢タグ｣の詳細につ
いて、まとめて説明します。PDF データで収録
されています。

第 4巻 パーツリスト
本製品にあらかじめ用意されている部品と図
記号をまとめて説明します。PDF データで収録
されています。

第 5巻 PLC 接続マニュアル
GP と各社の PLC の接続方法について説明しま
す。PDF データで収録されています。

第 6巻 入門マニュアル
インストレーションマニュアルの画面作成例
に応用編を加えた内容です。
PDF データで収録されています。

マニュアルの読み方

■マニュアルの構成
本書は「GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0」(以下、本製品と呼びます)の使用方法を説明す
るマニュアル(6巻構成)の第1巻、「インストレーションマニュアル」です。本書以外に、5種
のマニュアルがありますので、あわせてご覧ください。
これらマニュアル類のほか、データファイルとして補足説明や機能の追加･修正情報が添付さ
れていることがあります。
[スタート]ボタンをクリックし、[プログラム(P)]→[ProPB3Win]の順にポイントし、[お読みく

ださい]をクリックし、表示された内容をご覧ください。

なお、GPに関する詳しい説明は、各機種ごとの｢ユーザーズマニュアル｣(別売)をご覧くださ

い。

マスターCD-ROMには、「画面レイアウトシート」のPDFファイルが保存されています。詳しい使

用方法については、インストレーションマニュアルをご覧ください。

参照→参照→参照→参照→参照→     P.17 [GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 PDFマニュアルの使い方]

タグなどのアドレス設定時は標準インストール時にインストールされるレイアウトシートを利用

されると便利です。

レイアウトシートには「デバイス割り付け表」と「タグレイアウトシート」があります。

それぞれMicrosoft Excel 95のデータとしてインストールされているのでご利用ください。

各ファイルの場所とファイル名を以下に示します。

フォルダ名 ファイル名 内容
propbwin¥sheet Device1J.xls デバイス割り付け表

TAG1J.xls タグレイアウトシート
TAG2J.xls
TAG3J.xls
TAG4J.xls

なお、Microsoft Excel 95のご利用方法は該当商品マニュアルを参照ください。
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マニュアルの読み方

■GPの名称について
GP-PRO/PBⅢではGPの機種ごとにサポートしている機能や設定が異なる場合があります。

本書では以下のようなシリーズ名または商品名を用いて説明します。

シリーズ名 商品名 型式

GP-H70シリーズ GP-H70L GPH70-LG11-24V

GPH70-LG41-24VP

GP-H70S GPH70-SC11-24V

GPH70-SC41-24VP

GP-270シリーズ GP-270L GP270-LG11-24V

GP270-LG21-24VP

GP270-LG31-24V

GP-270S GP270-SC11-24V

GP270-SC21-24VP

GP270-SC31-24V

GP-370シリーズ GP-370L GP370-LG11-24V

GP370-LG21-24VP

GP370-LG31-24V

GP370-LG41-24VP

GP-370S GP370-SC11-24V

POWER GPシリーズ GP70シリーズ GP370-SC21-24VP

GP370-SC31-24V

GP370-SC41-24VP

GP-470シリーズ GP-470E GP470-EG11

GP470-EG21-24VP

GP470-EG31-24V

GP-570シリーズ GP-570S GP570-SC11

GP570-SC21-24VP

GP570-SC31-24V

GP-570T GP570-TC11

GP570-TC21-24VP

GP570-TC31-24V

GP-57JS GP57J-SC11

GP-570VM GP570-TV11

GP-571T GP571-TC11

GP-675シリーズ GP-675T GP675-TC11

GP675-TC41-24VP

GP-675S GP675-SC11

GP-870シリーズ GP-870VM GP870-PV11

GP-377シリーズ GP-377L GP377-LG11-24V

GP-377S GP377-SC11-24V

GP-377Rシリーズ GP-377RT GP377R-TC11-24V

GP-477Rシリーズ GP-477RE GP477R-EG11

GP77Rシリーズ GP477R-EG41-24VP

GP-577Rシリーズ GP-577RT GP577R-TC11

GP577R-TC41-24VP

GP-577RS GP577R-SC11
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表記 意味内容

参考になることがら、補足的な説明です。

参照→参照→参照→参照→ 関連する説明が掲載されている項目(ﾏﾆｭｱﾙ名、章・節・項)を示します。

パソコンのキーを表します。
 参照→参照→参照→参照→■キーボード対応表

PC/AT 互換機と PC-9800 シリーズ機とで差異がある場合、それぞれの機種
ごとの説明であることを示します。

PLC プログラマブルコントローラ、シーケンサの総称です。

GP
(株)デジタル製グラフィックパネル「GP シリーズ」の総称です。
本製品の対応機種名 参照→参照→参照→参照→1.2.1 ■使用可能な機種および環境

CtrlCtrlCtrlCtrlEscEscEscEsc

表記のルール

表記のルール

本書は、以下のルールで表記します。

疑問点・不明点などがありましたら「GPサポートダイヤル｣までお問い合わせください。「GPサ

ポートダイヤル｣では、(株)デジタル製品についての技術的なご質問・ご相談にお答えします。

なお、パソコンやWindowsそのものに関することは、パソコンをお買い上げの販売店、メーカー

にお問い合わせください。

■安全に関する注意表記
本製品のご使用上、安全に関して重要な説明には、以下の表示を添えています。

■説明のための表記
本書では、説明の便宜のため、以下のように表記します。

表示 意味内容

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能
性が想定される内容を示します。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害
の発生が想定される内容を示します。

この表示の説明に従わない場合、機器の異常動作やデータの消失などの不都合
が起こる可能性があります。

強制強制強制強制 必ず実施していただきたい操作、作業などを表します。

禁止禁止禁止禁止 決して行ってはならない操作、作業などを表します。

警 告

注 意

9898989898PC/ATPC/ATPC/ATPC/ATPC/AT



7

■キーボード対応表
本書では、パソコンのキーを以下のように表記します。

機種によってやや異なりますが、この対応で読み替えてください。

表記のルール

■モデル環境
本書で、操作や機能を説明する場合のモデルとなるシステム構成は以下の通りです。

これ以外のシステム構成では、表示や各部の名称が異なることがありますが、同等の機能をも

つものと読み替えてください。

機材・ソフト モデルシステムの仕様 備考

パソコン PC/AT 互換機

メモリ 32M バイト

マウス Windows 95 対応マウス

OS Windows 95

ホスト PLC
三菱電機(株) 製
MELSEC AnA シリーズ

GP GP-477RE

パソコンと GPとの
接続方法

RS-232C
(株)デジタル製ケーブル

GPW-CB02 使用

PC/AT互換機
機種

表記 日本語
106キーボード

英語
101キーボード

PC-9800
シリーズ機

Esc Esc ESC

Tab Tab TAB

Ctrl Ctrl CTRL

↑Shift ↑Shift SHIFT

Alt Alt GRPH

Delete Delete DEL

Back
space

Back
space

BS

日本語入力※ Alt + 半角/全角 Alt + ~ CTRL + XFER

※：日本語入力のオン/オフ操作は、使用する日本語 FEPによって異なります。

Esc

Tab

Ctrl

Shift

Alt

Delete

Back
space
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使用上の注意

■ディスクの取り扱いについて
ディスクの破損･故障を防ぐため、以下の点にご注意ください。

強制強制強制強制強制・ パソコン本体の電源のON/OFFは、ディスクを抜いてから行ってくだ

さい。

禁止禁止禁止禁止禁止・ ディスクドライブのランプが点灯しているときは、CD-ROMを取り出

さないでください。

・ CD-ROMの記録面に手を触れないでください。

・ 極端な高温や低温、湿気やホコリの多い場所にディスクを置かないで

ください。

■本製品の使用について
誤動作や事故の原因となりますので、以下の点にご注意ください。

・ タッチパネルスイッチは非常停止用スイッチとして使えません。産業

用ロボットほか、労働大臣が指定する産業用機械設備の非常停止用ス

イッチとしては、必ず人間が直接操作するスイッチを設置することが

関係法令で義務づけられています。また、これ以外の装置設備でも、

安全確保のため、必ず同様のスイッチを設置してください。

禁止禁止禁止禁止禁止・ プログラム使用中に、パソコン本体の電源をOFF しないでください。

・ 本製品で作成し、GPへ転送した画面データをGPから DOS版の作画ソ

フト(GP-PRO/PBⅢ ,GP-PROⅢなど)へ転送しないでください。また逆に、

DOS版の作画ソフトで作成し、GPへ転送した画面データを本製品で

アップロードすることもできません。

・ テキストエディタなどを使用して、本製品のプロジェクトファイルの

中身を変更しないでください。

・ 目的のGPがサポートしていない機能を使用した画面は、GPに転送し

ないでください。

警警警警警     告告告告告

使用上の注意
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使用上の注意

■制限事項について
本製品には、以下のような制限があります。

・ GP-PRO/PBⅢ for Windowsはご使用のパソコン内部の文字フォントやグラフィック機能を

使用して表示します。このため、これらの表示はGPへ転送後、GP上での表示とパソコン上

での表示に多少の相違が生じる場合があります。あらかじめご了承ください。

・ GPを縦型にして使用する場合は、GP本体と作画ソフトでは座標系が異なります。タグ、D

スクリプト等で座標を直接指定する場合はご注意ください。

・ 機能および設定項目によっては、GPシリーズ本体側でのみ対応しているものとGP-PRO/PB

Ⅲ側でのみ対応しているものとがあります。

【GPシリーズ本体側でのみ対応（GP-PRO/PBⅢ for Windows 側では未対応）のもの】

・ フォント設定

・ 日付/時間の設定

・ 自己診断機能

【GP-PRO/PBⅢ for Windows側でのみ対応（GPシリーズ本体側では未対応）のもの】

以下の項目は[GPシステムの設定]に含まれます。

・「チェックサム検証」の設定

・「ブザー端子出力の音」の設定

・「階層画面切換」の設定

・ スタンバイモード時間による画面切換の設定

・ オフラインモード移行への移行方法の設定

・「Kタグ処理」の設定

・ GP内部メモリ（LSエリア）のバックアップの設定

・「エラー表示の消去動作」の設定

・「ウォッチドッグ」の設定

・「CFカードデータ保存」のコントロールワードアドレスの設定

・「Qタグ設定」の詳細(表示フォーマットの設定/印字設定/アラーム発生回数書き込

み先頭アドレス/電源投入時処理/外部操作)

・ 通信監視時間設定(送信ウエイト数の設定)

・ CFカード空き容量格納アドレス設定

・ バックアップの設定



10

使用上の注意

項目
GP-H70
GP-370
GP-57JS

GP-
270

GP-
470

GP-
570

GP-
571

GP-
675

GP-
570VM

GP-
870VM

GP-
377L

GP-
377S

GP-
377R

GP-
477R

GP-
577R

64色表示フルサポート × × × × ○ ○ × × × ○ ○ × ○

3速ブリンク × × × × ○ ○ × × × ○ ○ × ○

1/2角漢字のサポート ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データサンプリング ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LSエリアのバックアップ × × ●*1 ●*1 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

折れ線グラフ（タグ）の
バックアップ

× × ●*1 ●*1 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

折れ線グラフ（タグ）の
一括表示

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

折れ線グラフ（タグ）の
下塗り込み

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Kタグのビットによるカ
ラー変更

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

E、g、Kタグのカラー間
接指定

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

E、gタグの相対範囲の間
接指定

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

C、E、Sタグの背景色
(Bg)タイリング

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

gタグのグラフの色積み
表示

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Dスクリプトの拡張（描
画、関数）

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

図形描画機能(Hタグ) ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Tタグのラジオスイッチ
機能

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

インチング出力スイッチ
(Tih、Tiwタグ)

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

Qタグのバックアップ × × ●*1 ●*1 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

Qタグ表示フォーマット
設定

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Qタグの秒表示 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Qタグ印字のカラー設定 × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○*2 × ○

タンクグラフ（部品） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

メータ（部品） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ビデオウインドウ表示
（Vタグ）

× × × × × × ○ ○ × × × × ×

画面ハードコピーの印字
方向設定

× × × × × ○ × × × × × × ×

ハードコピーの途中キャ
ンセル

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○*2 ○ ○

・ GP-PRO/PBⅢ for Windowsの機能の中には、GP-PRO/PBⅢで設定可能であっても、GP本体
の機種によっては、サポートされていない機能もあります。参照→参照→参照→参照→参照→ﾀｸﾞﾘﾌｧﾚﾝｽﾏﾆｭｱﾙ
GP上で有効な機能はGP本体の機種に依存します。ご使用のGPの機種をご確認のうえ、作
画を行ってください。
○：サポート　●：機種に制限あり　×：非サポート

　　＜GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.3.0までの機能＞

*1 銘板シールが銅色のバックアップSRAM 搭載機のみサポートしています。
*2 この機能を実現するには、GP-377R シリーズマルチユニットが必要です。
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使用上の注意

項目
GP-H70
GP-370
GP-57JS

GP-
270

GP-
470

GP-
570

GP-
571

GP-
675

GP-
570VM

GP-
870VM

GP-
377L

GP-
377S

GP-
377R

GP-
477R

GP-
577R

画面左上タッチによるオフ
ラインへの移行禁止機能

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

Qタグのサブ表示 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Qタグアラームブロック化 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

Aタグ テキスト画面、サブ
表示画面の間接指定

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

ファイリングデータ機能 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

ロギング機能 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

サウンド出力機能 × × × × × × × × × × × ○*3 ○*3

CFカード対応 × × × × × × × × × × ○*2 ○*3 ○*3

グローバルDスクリプト × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

Pro-Server対応 × × × × × × × × × × ○*2 ○*4 ○*4

シミュレーション機能のLS
エリア対応

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

書き込みエラー時のGPリ
セット

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

転送速度115.2Kbps対応 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

ファイリングデータ複合
パーツ作成

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

・ 64色データを使用した64色対応機種のプロジェクトファイル

を、64色未対応機種に転送すると、64色データは8色に減色

されるので、描画できない図形や塗り込み漏れなどが発生す

る場合があります。

・ 64色のうち基本の8色以外の色（カラーパレット内の色）を

使用したオブジェクトやイメージデータは、GP-675S、GP-

377S、GP-577RS上ではちらつきが生じる場合があります。

*2 この機能を実現するには、GP-377Rシリーズマルチユニットが必要です。
*3 この機能を実現するには、GP77R シリーズマルチユニットが必要です。
*4 この機能を実現するには、GPイーサネットI/FユニットまたはGP77R シリーズマルチユ
ニットEが必要です。
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使用上の注意

*2 この機能を実現するには、GP-377R シリーズマルチユニットが必要です。
*3 この機能を実現するには、GP77R シリーズマルチユニットが必要です。

項目
GP-H70
GP-370
GP-57JS

GP-
270

GP-
470

GP-
570

GP-
571

GP-
675

GP-
570VM

GP-
870VM

GP-
377L

GP-
377S

GP-
377R

GP-
477R

GP-
577R

Dスクリプト ビット両動作
トリガ

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

Dスクリプト メモリ一括コ
ピー

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

Dスクリプト メモリブロッ
ク初期化

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

Dスクリプト loop機能 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

Dスクリプト アドレスオフ
セット指定

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

Dスクリプト テンポラリア
ドレス最大90アドレス対応

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

ファイリング機能 設定デー
タ数最大10000データ対応

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

ファイリング機能 複数フォ
ルダ

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

ファイリング機能 カーソル
位置保存

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

ファイリング機能 PLC間転
送完了ビットアドレス

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

ロギング機能 ループ機能 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

ロギング機能集計LS書き込
み

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

CFカード空き容量格納 × × × × × × × × × × ○*2 ○*3 ○*3

4ステートランプ（部品） × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

Tタグ 自動OFF付きグルー
プ

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

Tタグ インターロックタッ
チ有効条件 ビットOFF

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

オフライン移行（部品） × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

Qタグ一括印字 × × × × × × × × × × ○*2 ○ ○

Qタグ外部操作 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

Aタグ空白行表示 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

アラームメッセージ最大512
メッセージ対応

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

バックライト切れ検出機能 × × × × × × × × ○ ○ ○ × ×

内蔵2ポート機能 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

＜GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0で追加された機能＞
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従来ソフトとの互換性

従来のソフトとの互換性

■GP-PRO/PBⅢ for Windows95 Ver.1.* ，Ver.2.*，Ver.3.*からのデータ変換
GP-PRO/PBⅢ for Windows95 Ver.1.* ，Ver.2.*，Ver.3.*のプロジェクトファイルは、GP-

PRO/PBⅢfor Windows Ver.4.0でも通常の操作で開くことができます。参照→参照→参照→参照→参照→オペレーション

マニュアル 1.1.2 ■既存プロジェクトから選択する

■GP-PRO/PBⅢ(DOS版)からのデータ変換
GP-PRO/PBⅢ(DOS版)の画面データは、GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0でも開くことがで

きます。[プロジェクトの選択]時、「ファイルの種類」でDOSプロジェクトファイル(*.PRO)を

選択してください。参照→参照→参照→参照→参照→オペレーションマニュアル 1.1.2 ■既存プロジェクトから選択する

■GP-PRO、GP-PROⅡ 、GP-PROⅢ からのデータ変換
GP-PRO、GP-PROⅡ、GP-PROⅢの画面データは、GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0のファ

イルコンバータで取り込みを行い、GP70/GP77Rシリーズ用画面データとして利用することが

できます。しかし、S（システム）画面はファイルコンバータで取り込みを行ってGP70/GP77R

シリーズに転送した場合、GPをオフラインにしてすべての設定を見直してください。参照→参照→参照→参照→参照→オ

ペレーションマニュアル 12.1 ファイルコンバータ

◆GP-PROⅡのデータ使用時の注意

GP-PROⅡの画面データに塗込みが使用されている場合、Power GPシリーズ（GP70/GP77Rシリー

ズ）上で塗込みのタイリングパターンがずれることがあります。GP-*30シリーズ、GP-*50シ

リーズでは図形の始点を基準に塗り込まれますが、 Power GPシリーズ（GP70/GP77Rシリーズ）

では常に画面の左上(0,0)から塗り込まれ、図形描画部のみが表示されます。塗込みのある図

形をLタグで呼び出し、塗込み図形を重ねて表示する場合など、ご注意ください。

GP-PROⅡからGP-*30 シ
リーズ、GP-*50 シリーズ
へ転送

GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0
のファイルコンバータで取り込み
後、Power GPシリーズ（GP70/GP77R
シリーズ）へ転送

GP-PROⅡ  での作成画面
（例)塗込み四角

Power GP（GP70/
GP77R シリーズ）
上での表示

GP-*30シリーズ、GP-*50
シリーズ上での表示
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■ Parts Box Parts Box Parts Box Parts Box Parts Boxからのデータ変換からのデータ変換からのデータ変換からのデータ変換からのデータ変換
Parts Boxの画面データは、GP-PRO/PB ⅢⅢⅢⅢⅢ for Windows Ver.4.0のファイルコンバータで取

り込みを行い、Power GPシリーズ（GP70/GP77Rシリーズ）用画面データとして利用すること

ができます。参照→参照→参照→参照→参照→オペレーションマニュアル　12.1 ファイルコンバータ

・ GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢ for Windows Ver.4.0以外のバージョンで作成

した画面データを開くと正しく動作しない場合があります。

・ GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢ for Windows Ver.4.0で作成した画面データは、

GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢ for Windows Ver.3.0以下、 GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢ(DOS

版)、GP-PROⅡⅡⅡⅡⅡ、GP-PROⅢⅢⅢⅢⅢ、Parts Boxの画面データとして

使用できません。

従来ソフトとの互換性
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バージョンアップ項目一覧

バージョンアップ項目一覧

GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.3.0 からGP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 でバージョン
アップされた項目は、以下の通りです。

 ■新しく対応するPLCプロトコル
・ 豊田工機（株）製 TOYOPUC-PC3 PC3Jシリーズ
・ オムロン（株）製 SYSMAC CS1シリーズ
・ Siemens製 SIMATIC-S7シリーズ
・ 横河電機（株）製FACTORY ACE　FA-M3シリーズ　1:1 Ethernet対応
・ シャープ ニューサテライト JW-33CHU3 シリーズ　マルチリンク対応
・（株）山武製 SDCシリーズ
・ DeviceNet Slave I/O ユニット

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 PLC接続 マニュアル

 ＜ GP全機種対応＞
◆LSエリア拡張　

■編集機能向上
・ 画面呼び出し階層表示(ネスティング)一覧機能
・ 画面呼び出し番号一括変換機能
・ カーソル位置の拡大表示(ズーム)機能
・ キーボードカーソルでオブジェクトを移動(拡大/縮小)機能
・ ヘアラインカーソルの表示機能
・ 数値入力による描画オブジェクト座標変更機能
・ グリッドタイプ追加
・ 画面一覧から複数画面コピー機能
・ 画面エディタで表示エリアが自動的にスクロールする機能
・「画面を開く」ダイアログにプレビュー機能
・ ドッキングツールバー機能
参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 オペレーションマニュアル

◆CSVファイル
・ アラームのインポート機能/エクスポート機能
・ タグ・部品一覧のエクスポート機能

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 オペレーションマニュアル
参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 タグリファレンスマニュアル

◆Pro-Controlからのドラッグ＆ドロップ
Pro-Controlのラダー命令をドラッグ＆ドロップでGP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 へ

　　データの貼り付け等を行うことができます。

参照→参照→参照→参照→参照→Pro-Control Ver.2.0 オペレーションマニュアル

◆グローバルクロスリファレンスの使用アドレスマップ表示
プロジェクト全体のクロスリファレンスをアドレスマップで表示することができます。
参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 オペレーションマニュアル

◆シミュレーションのアドレスカスタマイズ
シュミレーション画面上でユーザーが登録した任意のアドレスをシュミレーションできるよ
うにする。

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 オペレーションマニュアル
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バージョンアップ項目一覧

 ＜ GP77R/GP-377シリーズ＞
◆CSVファイル

・ ファイリングデータのインポート機能/エクスポート機能

◆Dスクリプト

・ビット両動作トリガ

・メモリ一括コピー

・メモリブロック初期化

・LOOP機能

・アドレスオフセット指定

・テンポラリアドレス最大数90アドレス対応

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 タグリファレンスマニュアル

◆ファイリング機能

・設定データ数最大10000データ対応

・複数フォルダ

・カーソル位置保存

・PLC間転送完了ビットアドレス

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 タグリファレンスマニュアル

◆ロギング機能

・ループ機能

・集計LS書き込み

・CFカード空き容量格納　＜GP77Rシリーズのみのサポートとなります。参照→参照→参照→参照→参照→　P.12＞

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 タグリファレンスマニュアル

◆4ステートランプ

◆Tタグ桁加算/減算機能

◆Qタグ

・一括印字　＜GP77Rシリーズのみのサポートとなります。参照→参照→参照→参照→参照→　P.12＞

・外部操作

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 タグリファレンスマニュアル

◆アラームメッセージ最大512メッセージ対応

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 オペレーションマニュアル

◆2Wayドライバ ＜GP77Rシリーズのみのサポートとなります。参照→参照→参照→参照→参照→　P.12＞

2Wayドライバを使用する場合のファイリング、ロギングのやりとりをユーザーが理解しやすく

使用しやすいように親和性の向上をはかりました。

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 オペレーションマニュアル

参照→参照→参照→参照→参照→Pro-Server with Pro-Studio for Windowsオペレーションマニュアル

(Pro-Server with Pro-Studio for Windowsは、別売です。)
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GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 PDFマニュアルの使い方

GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 PDFマニュアル CD-ROM(以下、｢PDFマニュアルCD-ROM｣と

称します。)には、

・オペレーションマニュアル
・PLC接続マニュアル
・タグリファレンスマニュアル
・入門マニュアル
・パーツリスト
・画面レイアウトシート
・シフトJISコード表

がPDF形式で記録されています。これを利用するには、Adobe® Acrobat® Reader 4.0 日本

語版(以下Adobe Acrobat Readerと言います)が必要です。

PDFマニュアルは、電子メールで配布したり、 しおりをクリックするだけで表示したい画面を

すばやく見ることができます。

ご使用のパソコンにAdobe Acrobat Readerがインストールされていない場合は、以下の手順

でPDFマニュアルCD-ROMからインストールしてください。

なお、Adobe Acrobat Readerのインストールには、GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0をイ
ンストールしたあと、ハードディスクに15MB以上の空き容量が必要です。

■Adobe Acrobat Readerのインストール
ここでは、CD-ROMドライブがD:ドライブである場合で説明します。
1. PDFマニュアルCD-ROMを CD-ROMドライブにセットします。
2. [スタート]→[ファイル名を指定して実行]をクリックします。
ダイアログボックスが表示されます。

3. ダイアログボックスに下のように入力し、[OK]ボタンを押します。
D:¥READER¥ar40jpn.EXE

インストールが始まります。以下、インストーラの指示に従って操作してください。
インストールが完了すると、[スタート]→[プログラム]の中に[Adobe Acrobat 4.0]というプロ
グラムグループが登録されます。

■GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 PDFマニュアルを表示させる
1. PDFマニュアルCD-ROMを CD-ROMドライブにセットします。

2. [スタート]→[プログラム]→[Adobe Acrobat 4.0]→[Acrobat Reader 4.0]をクリック
します。
Adobe Acrobat Readerが起動します。

3. [ファイル]→[開く]をクリックします。
[ファイルを開く]ダイアログボックスが表示されます。

4.ダイアログボックスに下のように入力し、[OK]ボタンを押してます。
D:¥manual¥gpwmnl.pdf

5. GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 PDFマニュアルが表示されます。
以下、Adobe Acrobat Readerの操作方法については、Adobe Acrobat Readerのヘルプをご覧
ください。

©1987-1999 Adobe Systems Incorporated. All rights reserved.

AdobeおよびAcrobatは Adobe Systems Incorporatedの商標(地域によっては登録商標)です。

株式会社デジタルの「ソフトウェア使用条件」は、Adobe Systems Incorporatedの製品には適用され

ません。

GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0 PDFマニュアルの使い方
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このページは、空白です。
ご自由にお使いください。



1.1　GPシリーズとは

1-1

本章ではGPの概要や機能等をご理解いただくにあたっての基礎知識を説明しています。

「グラフィック操作パネル　GPシリーズ」はFAの心臓部となるPLCの顔として、従来の制御

盤や操作卓に代わるインテリジェントな操作表示器です。FAにおけるさまざまな機械やデー

タをシンプルな絵で表し、制御のステップの大幅な削減と省配線を実現します。

制御内容が高度になるほど大きくなる制御盤も・・・GPならすっきりコンパクト！

GPシリーズは、作画ソフトで画面作成時に通信方式を選択します。通信方式は大きく分けて

ダイレクトアクセス方式かメモリリンク方式があります。

制御内容が増えるほど入り組んでいた配線も・・・GPならケーブル１本！

1.1 GPシリーズとは

第1章　　GPシリーズとGP-PRO/PBⅢ

１ GPシリーズとは

２ GP-PRO/PBⅢとは

３ システム構築環境

４ インストール
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■ダイレクトアクセス方式
作画開始時に接続するPLCを選択します。動画機能のアドレス設定で直接、接続するPLCの

アドレスを設定するのがダイレクトアクセス方式です。GPがPLCのワードデバイス、ビット

デバイスと直結するので各デバイスを直接読み書きできます。そのためPLCのプログラムに

負担がかかりません。

カウンタ、タイマの設定

タッチ入力

絵やマークの表示

データやメッセージの表示

X（入力リレー）

Y（出力リレー）

C（カウンタ）

T（タイマ）

M（内部リレー）

D（データメモリ）

■メモリリンク方式
作画開始時にメモリリンク方式を選択します。定められた通信手順で通信を行うため、PLC

以外の制御機器と接続できるのがメモリリンク方式です。パソコンやボードコントローラと

GPが通信を行い、GPのシステムエリアに送られたデータをGPが読みとり画面に表示しま

す。

0001
0002
0003
0004

メモリテーブル

0001
0002
0003
0004

データテーブル

GP

PLC

GP

パソコン

ボードコンピュータ
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PLCだけでなく、パソコンやFAコンピュータなど、あらゆるホストコントローラと仲良しな

のが「メモリリンク方式」です。

画面データ以外に通信プロトコルだって転送可能！

こんなPLCも こんなPLCも こんなPLCも

通信プロトコルも作画ソフトが
持っているから、私１台で対応
できます。

■専用ケーブルで転送

専用ケーブルで転送、データはオンライン中でも自動的に転送モードとなり転送できます。

特定のPLCと親密なのが、ラダープログラムの負担大幅カットの「ダイレクトアクセス方

式」

転送ケーブルでラクラク転送

・ GP-377 で 2 ポート内蔵プロトコルドライバを使用する場合

は、オフラインでのみ転送可能です。
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GP-PRO/PBⅢはPower GPシリーズ専用の画面作成ソフトです。

GP-PRO/PBⅢには次のような特徴があります。

■多彩な操作方法～グラフィックはアイコンで素早く描画
GP-PRO/PBⅢの様々な機能はプルダウンメニューに収められており、選択方式で入力します。

また、ホットキー・ショートカットキーでキーボードから直接入力する方法もあります。

さらに、部品/描画/編集機能はアイコンとして「ツールバー」や「ツールボックス」に収

められています。マウスで素早く設定できます。

その場その場に応じた、最もスムーズな方法でコマンドを入力することができます。

■動画機能は「部品」と「タグ」で設定
GPが PLCにダイレクトアクセスし、データをやり取りするために、「部品」や「タグ」を設

定します。機能別に設けられた項目を設定するだけで、GPとPLCとの通信プログラムレスを

可能としPLCの負荷を軽減します。

「部品」では、基本的な動画機能が簡単に設定できます。「タグ」を利用することにより、さ

らにオリジナリティあふれるアプリケーションが作成できます。

■自動プロトコルダウンロード
作画開始時にホストコントローラのタイプを指定しておくと、GPへの画面データ転送時には

GP-PRO/PBⅢが自動的に設定に応じた通信プロトコルを選択しダウンロードします。

また、GP-PRO/PBⅢのバージョンアップにより、最新のシステムプログラムをGPへダウン

ロードできます。

■仕様変更にも柔軟に対応
作成済み画面データは、他のPLC用のデータに変換できます。データ変換後、その画面を開

いてデバイスアドレスを再設定することで既存の資産が活用できます。

■ビットマップの変換/配置
他の図形ソフトのイメージデータをGP用に変換し、配置できます。

GP-571T、GP-675T、GP-675S、GP-577RT、GP-577RS、GP-377S、GP-377RTは 64色ビットマッ

プデータに対応しており、写真などの細かな表現が可能です。他の図形ソフトのイメージ

データをカット＆ペーストすると自動的にビットマップ変換を行います。

■簡単な属性変更
図形、部品、タグ、ライブラリの作成後、色やアドレスを変更できます。対象となる図形な

どをダブルクリックすると、属性設定時の画面が表示されその場で簡単に変更できます。ま

た、変更すると同時に画面上の図形も対応し、変更されるのでイメージを確認しながら変更

できます。

1.2.1 GP-PRO/PBⅢの特徴

1.2 GP-PRO/PBⅢとは
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GPの画面には、用途によっていくつかの種類があります。それぞれの用途や機能を理解し、

上手に使い分けることで、画面の容量や枚数の削減など、より効率的に作画することができ

ます。

これら画面の種類は下表の通りです。画面に付けられたアルファベットの略称を｢画面ヘッ

ダ｣と呼び、マニュアル類ほか、GPシリーズの機能を説明したり利用したりする際にはよく

使われますので、覚えるようにしてください。

1.2.2 画面

・画面番号は1～8999の範囲で付けることができますが、作業可

能な画面数は、データを保存するディスクの残り容量、パソコン

自体のメモリ残量などに左右されます。

・GP本体へ転送できる画面数は、GPの内部記憶容量の範囲内で

す。GPの1画面当たりの平均使用容量と転送可能画面数の目

安を下表に示します。ただし、部品を配置すると、GPが内部

的に部品の画面を自動作成します。表にしめした転送可能画

面数は、GPが自動作成する画面を含めた数です。よって、実

際にGPに表示できる画面数は、これらの数より少なくなりま

す。なお、プロジェクトマネジャの[ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)]の[ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ

ﾄ情報(I)]でGP転送される正確な総画面サイズや総画面数に関

する正確な情報を確認できます。

画面の種類 画面番号 内容 1画面当たりの
最大サイズ

ベース(B)画面 B1～B8999

運転ﾓｰﾄﾞ時の表示画面です。共用する図形や動画
表示用の絵を、他のベース画面へ呼び出して使用
することもできます。ベース画面の一部をウイン
ドウ登録することもできます。

約16Kバイト

マーク(M)画面 M1～M8999
48×48ドットの範囲でドット単位のマークや外字
を作成する画面です。マークや外字はベース画面
上で固定表示、または動画表示できます。

最大576バイト

折れ線グラフ(T)画面 T1～T8999
折れ線グラフのグラフ軸や目盛を作画したり、グ
ラフ表示用のデータ設定を行う画面です。ベース
画面上へ呼び出して使用します。

約16Kバイト

キーボード(K)画面 K1～K8999
設定入力用のキーボード（英数字、記号、カタカ
ナ、ひらがな、漢字）を作成する画面です。ベー
ス画面上へ呼び出して使用します。

約16Kバイト

テキスト(X)画面 X1～X8999

テキスト（文字のみのデータ）で構成される画面
です。テキストはテキスト画面上で直接作成また
は他のテキストエディタで作成したものをテキス
ト画面に貼り付けて登録します。動画表示に使用

約53Kバイト

イメージ(I)画面 I1～I8999
ビットマップイメージデータをGP用の画面として
登録する画面です。イメージ画面はベース画面上
で固定表示または動画表示できます。

約58Kバイト
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・画面作成に他に、アラームの作成、GPシステムの設定、ウイン

ドウ登録、デバイスモニタ登録を行うと、それぞれ一定容量を使

用します。

アラームの作成・・・・・メッセージ/サマリの場合は(90バイ

ト＋メッセージ文字数)×メッセージ登録数、ビットログの場合

は最大約80Kバイト、ワードログの場合は最大約26Kバイト

GPシステムの設定・・・・404バイト

ウインドウ登録・・・・・最大58Kバイト

デバイスモニタ登録・・・約60Kバイト

シリーズ 内部記憶容量
1画面当たりの
平均使用容量

転送可能画面数
の目安

GP-H70 1Mバイト 1.6Kバイト 640画面
GP-270 256Kバイト 1.6Kバイト 160画面
GP-370 1Mバイト 1.6Kバイト 640画面
GP-470 1Mバイト 3.2Kバイト 320画面
GP-570 1Mバイト 3.2Kバイト 320画面
GP-571 3Mバイト 3.2Kバイト 960画面
GP-675 2Mバイト 3.2Kバイト 640画面
GP-870 1Mバイト 3.2Kバイト 320画面
GP-377 1Mバイト 1.6Kバイト 640画面
GP-377R 2Mバイト 3.2Kバイト 640画面
GP-477R 2Mバイト 3.2Kバイト 640画面
GP-577R 2Mバイト 3.2Kバイト 640画面
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■画面の利用例

画面を使い分けることによって、作画の効率をアップしたり、より多彩な動画を行うことが

できます。以下に各画面使用例を示します。

B1 B2

◆ベース(B)画面（画面呼び出し／作画で画面共用）

B100

B100で作画したメニューのキーを各画面で共用します。共用することによって、各画面で毎

回作画する手間が省けます。また、同じ画面上でいくつも同じ絵がある場合（例えば、B1の

３つのタンクの絵など）、別のベース画面に１つのタンクの絵を登録しておけば、画面呼び

出しで何度も利用することができます。

◆マーク(M)画面（マーク呼び出し）
M1

M1で作画したバルブのマークを各画面で共用します。共用することによって、各画面で毎回

作画する手間が省けます。マーク画面はドット形成で作成するため小さいマーク、シンボ

ル、外字等の登録に便利です。

B1

B2

画面呼び出し

画面呼び出し

マーク呼び出し

B1

B2は、イメージ画面、ウインドウ登録画面、テ
キスト画面から構成されています。

B1は、ライブラリ画面、マーク画面、折れ線グ
ラフ画面、アラームメッセージから構成されて
います。
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◆イメージ(I)画面
I1

外部データのビットマップイメージデータをイメージ画面に登録することができます。ビッ
トマップの利用により、よりリアルなイメージ図や指示図を作画時や運転時に画面に表示す
ることができます。

B2

画面呼び出し

◆ベース(B)画面（ライブラリ画面／動画利用）
B101

B101で作画したランプのON状態の絵を運転時に動画表示にて呼び出します。ON状態の絵を
1パターン登録しておくだけで、動画表示にて共用することができます。

◆折れ線グラフ画面

T1

T1で作画した折れ線グラフのグラフ軸やグラフ表示用の設定を作画時に画面呼出でベース画
面に呼び出し利用します。

◆アラームメッセージ

アラームエディタで登録したアラームメッセージを運転時に動画表示にて呼び出します。
また、同様にアラームメッセージを呼び出す機能に表示メッセージのログ機能を持った動画
表示を行うことも可能です。

アラームエディタ

B1

動画表示にて呼び出し

B1

画面呼び出し

動画表示にて呼び出し

B1
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◆テキスト(X)画面

充填レバーを「充填」にして
アラームランプが消えるまで
待ちます。
ランプが消えると充填レバー
を「止」に戻しA-1バルブを
閉じます。
ランプが消えない場合は「減
圧弁」が開いてないか確認し
開いているようなら閉じてく
ださい。
そして再度同様の方法で充填
作業を行ってください。

X1

テキストデータをテキスト画面に貼り付けるか、もしくはテキスト画面上で作成することが

できます。テキスト画面は動画時に表示を行うことができます。これによって、必要な時に

指示文やトラブルシューティング文として表示できます。

B2

動画表示にて呼び出し

◆キーボード(K)画面とベース画面（ウインドウ登録画面）

B10

K1

キーボード画面にて作画したキーボードの絵に各キーの定義を行います。キーボード画面は

そのまま運転画面用のベース画面に画面呼び出しして利用できます。また、キーボードをウ

インドウ表示にて必要な時のみ呼び出して利用する方法もあります。その場合は上図のよう

に、キーボード画面をいったんベース画面に呼び出し、そのベース画面をウインドウ登録し

ます。そうすることによって動画表示にて必要な時だけキーボードを呼び出すことができま

す。

動画表示にて呼び出し

B1

画面呼び出し
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■作画時に呼び出す場合
ある“画面全体”や、“ライブラリとして登録した画面の一部”を複数の画面に呼び出して

共有できます。画面やライブラリの呼び出しには、作画時に呼び出す場合と、運転時に呼び

出す場合とがあります。

よく使用する図形や既存の部品を複合したオリジナル部品は、その度に作成するのではな

く、1度作成したものを呼び出して使用することにより、作画の効率を上げることができま

す。

◆[ライブラリの登録(L)]→[ライブラリ(W）]

何度も使用する図形や、オリジナル部品をライブラリとして登録しておきます。必要なとき

にライブラリを呼び出して使います。

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windowsオペレーションマニュアル

● ライブラリは、どのプロジェクトのベース(B）画面へも読み出せます。

● 部品/タグの動画機能も有効です。

● 呼び出したライブラリは、ベース(B）画面上で自由に編集できます。

● 呼び出した図形や部品の分だけ画面サイズは消費されます。

● [画面呼出(O)]や[ﾏｰｸ呼出（M）]で呼び出した図形などは登録できません。

◆画面呼出[描画(D)]

何度も使用する図形や、複合部品をベース(B）画面に作画して保存しておきます。［画面呼

出(O)］で、1つの画面を別の画面に何度も呼び出して使います。

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windowsオペレーションマニュアル

● 画面を呼び出した画面を、さらに他の画面に呼び出す「階層呼出（ネスティング）」

ができます。

● 呼び出す側で消費する画面サイズは、呼び出される画面のサイズには関係なく、[画面

呼出(O)]自体に使用するわずかな容量です。容量を節約した作画ができます。

● 呼び出される画面に設定されているタグや部品も一緒に呼び出され、GP上で機能しま

す。

● ベース(B）、キーボード(K）、折れ線グラフ(T）画面に呼び出せます。

● 編集中の画面と同じ画面を呼び出すことはできません。

● 呼び出した画面上では編集できません。編集は元の画面で行います。

● 他プロジェクト内の画面を呼び出すことはできません。
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■運転時に呼び出す場合
動画機能により、運転時に他の画面やライブラリを呼び出すことができます。

◆図形表示器[部品(P)]

あらかじめ登録された複数のライブラリを、ホストのデータの変化に応じて切り替えて表示

します。参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windowsオペレーションマニュアル

● 図形表示器に表示するライブラリはさまざまなライブラリファイルから自由に選択で

きます。

● 部品/タグを含んだライブラリは表示できません。描画データのみ表示できます。

● 図形表示器に設定されたライブラリの図形の分だけメモリは消費されます。

◆Lタグによる画面呼出(描画データのみ画面に呼び出す機能)

現在の運転画面とは別のベース(B）画面をホストのデータの変化に応じて呼び出します。

●描画データ以外の部品やタグの機能もあわせて呼び出したい場合には、「ウインドウ」

を利用します。

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windowsタグリファレンス

● 呼び出す画面に設定されているタグや部品はGP上では機能しません。

● 他のプロジェクトファイルの画面を呼び出すことはできません。

■■■■■画面呼出に活用しやすい画面を作成するには
呼び出し時の指定ポイントに留意して、画面中央マークを基準にレイアウトすると、活用し

やすい画面になります。

◆作画時に呼び出す場合(画面呼出)

呼び出す側の画面中央マークが表示されます。

◆Lタグによる画面呼出

Lタグで画面を呼び出す場合、Lタグの指定ポイントに画面中央が重なる格好で呼び出され

ます。

画面中央の座標は次のとおりです。

シリーズ名
画面中央の座標
（X,Y）

GP-H70 （160,120）

GP-270 （160,120）

GP-370 （160,120）
GP-470 （320,200）

GP-570 （320,240）

GP-571 （320,240）

GP-675 （400,300）

GP-870 （320,240）

GP-377 （160,120）

GP-377R （160,120）

GP-477R （320,200）

GP-577R （320,240）
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例）すべての運転画面にメッセージを呼び出す（グローバルウインドウ）

　　運転モニタ1にも運転モニタ2にも同じウインドウを表示できます。

ウインドウを運転モニタ1 の

画面に呼び出した場合

ウインドウを運転モニタ2 の

画面に呼び出した場合

例）特定の運転画面にキーボードを呼び出す（ローカルウインドウ）

　　運転モニタ2のみに表示できるウインドウです。必要に応じて表示/非表示を切り替え

　　ることができます。

ウインドウを呼び出す前 ウインドウを呼び出した後

■ウインドウ

作画したベース(B）画面の一部または全体を、ウインドウ用画面として登録し、タグ機能(U

タグ)によって運転時に表示させることができます。

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windowsタグリファレンス

GPに表示されている運転画面に、必要なときだけ別画面（ウインドウ）を重ねて表示させま

す。ウインドウの表示位置を移動させることもできます。

画面上にある部品やタグも一緒にウインドウとして登録できるので、ウインドウを表示させ

ると、描画データと共に部品やタグの機能も呼び出されます。キーボードやアラームサマリ

など、運転画面を表示しているときに参照したい画面や、常時必要としない画面などをウイ

ンドウ登録し、それらの画面を必要な時に呼び出して使うことができます。

ウインドウ表示には、次の2種類があります。

・グローバルウインドウ表示…全画面に共通のウインドウとして表示することができます。

・ローカルウインドウ表示…それぞれの画面専用のウインドウとして表示します。

・Kタグ、Uタグ、Vタグ、折れ線グラフ（T画面および部品）、設

定値表示器、ロギング表示器はウインドウ上では動作しません。

開放 開放
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1.2.3 部品

「部品」とは、あらかじめ絵と動画設定が用意されたものです。使用頻度が高い動画機能を中

心に、登録されています。好みの部品を選び、PLCのアドレスなど設定して配置するだけで、

画面に動画機能を持たせることができるので、画面作成工数の大幅な削減が可能です。画面

作成で使用頻度の高い動画機能は、絵と機能を一緒にした部品として用意されています。

部品を利用することで、画面作成の時間を大幅に削減することができます。

部品は機能ごとに19種類に分類・登録されており、一般的な機能画面はこれらの中から選択

するだけで実現できます。部品のメニューを開くと、絵柄と機能・名称が一覧表示されます。

その中から好みの部品を選択し、接続するPLCのｱﾄﾞﾚｽを設定して配置することで、機能を

持った絵が配置されます。

なお、部品が配置できるのはベース画面だけです。

■部品の種類

アイコン 名称 機能

ビットスイッチ
指定ビットをON/OFFするためのタッチパネルスイッチです。

ワードスイッチ
指定ワードにデータをセットするタッチパネルスイッチです。

特殊スイッチ
特殊な機能を持つタッチパネルスイッチです。特殊な機能には
「前画面」「画面切替」「リセット」があります。

トグルスイッチ
指定ビットをON/OFFするためのトグルスイッチ形態のタッチパ
ネルスイッチです。

ランプ
PLC内のモニタビットアドレスのON/OFF状態にあわせて点灯する
ランプです。

4ステートランプ
2つの異なるビットデバイスにより00、01、10、11状態を作成
し、4つの状態変化を行う機能です。

棒グラフ
PLC内のワードアドレスのデータを表示する棒グラフです。

円グラフ
PLC内のワードアドレスのデータを表示する円グラフです。

半円グラフ
PLC内のワードアドレスのデータを表示する半円グラフです。

タンクグラフ
PLC内のワードアドレスのデータを表示するタンクグラフです。

メータパーツ
PLC内のワードアドレスのデータを表示するメータパーツです。

折れ線グラフ
PLC内のワードアドレスのデータを表示する折れ線グラフです。

キーボード
PLC内のワードアドレスのデータを設定するためのキーボードで
す。

設定値表示器
キーボードからの入力をPLC内のワードアドレスに設定し、その
値を表示する表示器です。

アラーム
アラームエディタでアラームサマリとして登録したメッセージで
PLC内の監視ビットがONしたものをリスト表示する表示器です。

ファイル項目表示器
ファイリングデータのファイル内容を表示し、選択してPLCへ転
送する機能を持つ表示器です。
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■シェイプブラウザ表示例(スイッチ)

一覧表示の中から、好みの部品を選んで配置します。右端のスクロールバーを操作すると画

面が切り替えられ、右下の「PDBファイル」をクリックすると別の部品ファイルを表示させ

ることができます。

アイコン 名称 機能

ロギング表示器
ロギングしたデータを表示する表示器です。

数値表示器
PLC内のワードアドレスのデータを数値表示する表示器です。

メッセージ表示器
PLC内のアドレスのデータによって登録したメッセージを表示
する表示器です。

日付表示器
日付を表示する表示器です。

時間表示器
時間を表示する表示器です。

図形表示器
PLC内のアドレスのデータによって登録したライブラリを表示
する表示器です。
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「タグ」とは、動画機能を画面上に設定するものです。部品の組み合わせだけで実現できない

複雑な機能や、オリジナルな絵柄が必要な場合に用います。

自分で描画した絵にタグを設定することで、独自の動画機能を持たせることができます。タグを

使用すれば、よりオリジナリティあふれる画面、付加価値の高い動画機能が実現できます。

基本的な動画表示は部品を用いてできますが、もっと複雑な動画機能を求められている場合

や、よりPLCのプログラムの負担を軽減したい場合には、タグを利用します。

例えば、部品に登録されていないスタイルのランプのイメージや、センサなどから吸い上げ

たデータの相対値グラフ表示など、部品にはない動画機能が実現できます。

部品も、もともとは絵柄とタグを組み合わせて登録したものにすぎません。つまり、GPの画

面の機能の設定情報そのものがタグなのです。タグの設定内容に応じて、GPは多彩なパ

フォーマーとなります。

1.2.4 タグ

部品とタグの機能比較

部品とタグの違いを「スイッチ」を例に比較すると、以下のようになります。

スイッチの機能比較

タグ部品

タグ 部品
名称 Tタグ、tタグ ビットスイッチ、ワードスイッチ

Tihタグ、Tiwタグ 特殊スイッチ、トグルスイッチ
機能 ビット操作 ビットセット、ビットリセット

　セット、リセット、モーメンタリ モーメンタリ、反転
　反転、比較 ワードセット、加算、減算、
ワード操作 桁加算/減算、前画面画面変更、
　セット16B、セット32B、加算Bin リセット、画面切替、
　加算BCD、AND、OR、XOR インターロック
特殊 ロギング、ファイリング、
　前画面、リセット、Aタグ用
　Qタグ用
セレクタスイッチ
インターロック

手軽さ ◎
オリジナリティ ◎
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■動画機能別一覧

機能分類 タグ・機能名 概要 関連画面
アニメーション Fタグ 図形移動 ベース画面・イメージ画面

Hタグ 図形描画 －
Jタグ マーク移動 マーク画面
Lタグ ライブラリ表示 ベース画面・イメージ画面
lタグ ライブラリステート表示 ベース画面・イメージ画面
Mタグ マーク表示 マーク画面
Rタグ マーク移動用レール設定 －

数値表示　 Cタグ 時計表示 －

Eタグ
数値表示拡張機能（範囲別色替え,形
式選択）

－

Kタグ 設定値入力 －
Nタグ 数値表示 －
nタグ 設定値入力警報表示 －
Pタグ フォーマット付き数値表示 －

文字表示　 Aタグ アラームサマリテキスト表示 テキスト画面
aタグ アラームサマリ表示 アラームエディタ
Qタグ アラーム履歴表示 アラームエディタ
Sタグ 文字列表示 －
Xタグ テキストデータ表示 テキスト画面

タッチ入力　 kタグ 設定値入力用キーボード設定 キーボード画面・ベース画面
Tタグ タッチパネル入力 －
tタグ タッチパネルセレクタスイッチ －
Tihタグ インチング出力（ビット） －
Tiwタグ インチング出力（ワード） －

グラフ Dタグ 統計グラフ（棒、円グラフ） －
dタグ 統計グラフ統計値表示 －
Gタグ グラフ表示（棒、円、半円グラフ） －

gタグ
グラフ表示拡張機能（棒、円、半円、
データ範囲別色替え表示）

－

折れ線グラフ トレンドグラフ、ペンレコ、一括表示 折れ線グラフ画面
アクション Wタグ PLC内のビットの変化によりワード －

アドレスにデータ書き込みもしくは
ビットのセット／リセット

ウインドウ Uタグ ローカルウインドウ表示 －
Vタグ ビデオウインドウ表示 －

（GP-570VM,GP-870VM専用）
特殊機能 Dスクリプト ユーザプログラミング機能 －

サンプリング データサンプリング機能 －
応用機能 ファイリング ファイリングデータ転送機能 －

データ機能
ロギング機能 データロギング機能 －
サウンド出力 サウンド出力機能 －
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■機能名称別一覧

機能名称 概要
アラームサマリ（テキスト）表示 ホストのビットアドレスの変化に応じて、テキスト画面に登録
＜Aタグ＞ されたメッセージを行単位でサマリ表示します。

さらに他のタグと連動させることで、各行に対応させたサブ画
面表示を行います。

アラームサマリ表示 ホストのビットアドレスの変化に応じて、アラームに「アラー
＜aタグ＞ ムサマリ」として登録されたメッセージをリスト表示します。
時計表示 GP内部の時計データに基づく現在の時刻を表示します。
＜Cタグ＞
統計グラフ表示 ホストの連続した複数のワードアドレス内に格納されたデータ
＜Dタグ＞ の統計を取り、百分率でグラフ表示します。
統計値表示 ホストの連続した複数のワードアドレス内に格納されたデータ
＜dタグ＞ を表示して統計を取り、百分率で数値表示します。
数値表示（拡張機能） ホストのワードアドレス内に格納されたデータをリアルタイム
＜Eタグ＞ で数値表示します。データ範囲による表示色替、データ形式の

選択(Dec、Hex、BCD、Bin、Oct、Float)が可能です。
図形移動表示 ホストのワードアドレス内のデータに応じた位置に、指定した
＜Fタグ＞ ライブラリを呼び出します。

画面上の任意の位置への移動表示が可能です。
グラフ表示 ホストのワードアドレス内に格納されたデータをリアルタイム
＜Gタグ＞ にグラフ表示（棒、円、半円）します。
グラフ表示（拡張機能） Ｇタグの機能に加え、データの範囲を指定した色替え表示が可
＜gタグ＞ 能です。
図形描画 ホストのワードアドレス内に格納されたデータによって任意の
＜Hタグ＞ 座標に直線、四角形、円、円弧を描画します。
マーク移動表示 レール（Rタグで設定）上にマークを移動します。
＜Jタグ＞ Rタグとともに使用します。
設定値入力 画面上のキーボード（ｋタグで作成)やバーコードリーダから
＜Kタグ＞ ホストのワードアドレスに数値や文字列のデータを設定値とし

て入力します。
タッチキーボード入力 タッチパネルスイッチからホストへのデータ設定用キーボードの操
＜kタグ＞ 作キーを設定します。
ライブラリ表示 ライブラリとしてベース画面やイメージ画面に登録した図形をホス
＜Lタグ＞ トのデータの変化に応じて表示します。
ライブラリステート表示 ライブラリとしてベース画面やイメージ画面に登録した図形をあら
＜lタグ＞ かじめ指定し、ホストのデータの変化に応じて次々と表示します。
マーク表示 マーク画面に登録したマークを、ホスト内のデータ変化に応じて表
＜Mタグ＞ 示します。
数値表示 ホストのワードアドレス内に格納されたデータをリアルタイムに数
＜Nタグ＞ 値表示します。
警報値 入力可能状態のKタグで設定した警報値（設定値データの上限値、下
＜nタグ＞ 限値）を画面上に表示します。
フォーマット付き数値表示 ホストのワードアドレスに格納されたデータを、指定フォーマット
＜Pタグ＞ に従ってリアルタイムに絶対値で数値表示します。
アラームメッセージ表示 ホストのビットの変化（ワードアドレスのデータの変化）に応じて
（アラーム履歴表示）　　 アラームに登録されたメッセージを行単位でサマリ表示します。メ
＜Qタグ＞ ッセージと共に発報の日付、時刻、復旧時刻等の表示も可能です。

サマリ表示はアクティブ、ヒストリ、ログの３種類あります。さら
にTタグと連動させることで各メッセージの確認、削除等が可能で
す。

レール設定 マークが移動していく経路（レール）を設定します。マークが移動
＜Rタグ＞ するポイントを設定することによって、マーク（Jタグで指定）を

レール上に移動表示します。（Jタグとともに使用します。）
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機能名称 概要
文字列表示 ホストのワードアドレス内に格納されている文字列データを

＜Sタグ＞ 表示します。

タッチパネル入力 タッチパネルからホストへの入力を行います。ホストに対し

＜Tタグ＞ て書き込みを行うスイッチになります。

セレクタスイッチ入力 タッチパネルからホストへの入力を行います。セレクタスイ
＜tタグ＞ ッチのようにタッチパネルを押すごとにビットを切り替えてONし

ます。
インチング出力 GPの背面の補助入出力インターフェイス（以下AUX　I/Fと

＜Tih、Tiwタグ＞ 表記）を通してホストのDINリレーにタッチパネルから出力
（インチング出力）します。タッチパネルを用いて微調整を行う
ことができます。

ウインドウ表示 ホストのワードアドレスの変化に応じて、ウインドウ登録画

＜Uタグ＞ 面をベース画面上に表示します。

ビデオウインドウ表示 映像信号をビデオウインドウ上に表示します。

＜Vタグ＞ （GP-570VM、GP-870VM専用機能です。）

デバイスへの書き込み ホスト内のビットアドレスの変化によって、ワードアドレス
＜Wタグ＞ にデータを書き込んだり、ビットのセット／リセットを行いま

す。

テキストデータ表示 ホスト内のデータの変化に応じて、テキスト画面の内容を表

＜Xタグ＞ 示します。

アラームメッセージ表示 ホスト内のビットの変化に応じて、アラームに「アラームメ
（流れ表示） ッセージ」として登録されたメッセージを画面下部に流れ表示し

ます。
折れ線グラフ表示 ホストのワードアドレス内のデータの変化を折れ線グラフ表

示します。

Dスクリプト タグ機能以外に任意にプログラミングし、GP内部で実行する

ことが可能です。PLCの表示に関する負担を軽減します。
データサンプリング ホスト内のワードアドレスをサンプリングし、バックアップ

をとります。
ファイリングデータ機能 あらかじめ登録したファイリングデータを任意にPLCへ双方向転送

することができます。
ロギング機能 PLCのデータをPLCのトリガもしくは定期的にバックアップ

SRAMにロギングすることができます。また、ロギングしたデータ
はCFカードに保存することができます。

サウンド出力 ホスト内のビットの変化に応じてサウンドを出力します。
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1.2.5 システムデータエリア

ダイレクトアクセス方式を選択したGPでは、GP本体の内部デバイスを「LSエリア」と呼び
ます。LSエリアの先頭から20ワードは、システムデータエリアとなっています。
「システムデータエリア」とは、画面切り替えなどの基本的な動作を行うために、GPがPLC
のメモリ領域に占有する定義済み領域のことで、各アドレスごとにあらかじめ機能が決めら
れています。
また、システムエリアのサイズは4096ワードです。システムエリアを構成する各エリアは
次のとおりです。

}LSエリア

◆システムデータエリア

GPの画面制御データやエラー情報など稼働に必要なデータを書き込む領域です。

◆読み込みエリア
全画面共通で使用するデータや折れ線グラフの一括表示データ、ビデオ制御データ*1を
格納する領域です。最大256ワードまで設定できます。

◆ユーザーエリア
PLC側には割付られないGP内部だけのデバイスです。GP内部だけで処理が可能な部品や
タグのデバイスとして使用します。PLC側からの制御はできません。ビデオ制御データ*1

を格納することもできます。

デバイスモニタを使用する場合はユーザエリアLS2096～LS4095

は予約となり使用できません。

*1 GP-570VM、GP-870VMをご使用の場合、ビデオ制御エリア(22ワード)を設定します。ビデオ制
御エリアには、読み込みエリアまたはユーザーエリアを指定します。 参照→参照→参照→参照→参照→ 各ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ(別
売)

ユーザーエリア

特殊リレー

LS0
：
LS19
LS20
：
：
：

LS2032
：

LS2047
LS2048
:

LS2095
LS2096
:

LS4095

システムデータ
エリア

読み込み
エリア

予約

ユーザーエリア
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項目
番号

ワード
アドレス 内容 ビット 備考

1 +0 表示中画面番号 1～8999 （ただし、BCDで入力の場合は
1～1999)

2 +1 エラーステータス 0、1 未使用
GP GPのエラー発生時に、対応 2 システムROM/RAM
↓ するビットがONされます。 3 画面記憶メモリチェックサム
PLC 一度ONになったビットは、 4 SIOフレミング
書 電源をOFFしてから再度ON 5 SIOパリティ
き するか、オフラインモード 6 SIOオーバーラン
込 から再度運転モードに切り ７、8 未使用
み 変わるまで保持されます。 9 内部記憶メモリの初期化が必要
専 エラーステータスの内容詳 10 タイマークロック異常
用 細と処理については、本頁 11 PLC通信異常
エ 末尾をご参照ください。 12～15 未使用
リ 3 +2 時計「年」の現在値BCD2桁 西暦の下 2桁
ア +3 時計「月」の現在値BCD2桁 01～12月

+4 時計「日」の現在値BCD2桁 01～31日
+5 時計「時分」の現在値　BCD4桁 00～23時 、00～59分

4 +6 ステータス  *5 0、1 予約

2 プリント中 *1

3 設定値書き込み *2

4～6 予約
7 PLC専有 *3

8 Kタグ入力エラー *4

9～15 予約
5 +7 予約

 ・1アドレス8ビット長であるデバイスをもつPLCをご使用の場

合は、以下の表とは異なります。1-7ページをご参照くださ
い。

・通常、画面表示のOFFを行う場合には、＋14番地(コントロー
ル)のバックライトOFFのビットを使用せず、＋9番地(画面表
示のON/OFF)をご使用ください。

  ・ ワードアドレスは、初期設定でシステムデータエリアの項目

を全て選択した場合の値です。
   ・ 項目番号は、GPオフラインモードの「初期設定」の「ｼｽﾃﾑ環

境の設定」で表示される番号です。

■■■■■ 1 1 1 1 1 アドレスアドレスアドレスアドレスアドレス1616161616 ビット長であるデバイスをもつビット長であるデバイスをもつビット長であるデバイスをもつビット長であるデバイスをもつビット長であるデバイスをもつ PLCPLCPLCPLCPLC をご使用の場合をご使用の場合をご使用の場合をご使用の場合をご使用の場合



1.2　GP-PRO/PBⅢとは

1-21

項目
番号

ワード
アドレス

内容 ビット 備考

6 +8 切り替え画面番号 1～8999 （ただし、BCDで入力の場合は
1～1999)

PLC 7 +9 画面表示のON/OFF*13 FFFFhならば画面表示が消えます。FFFFh、
↓ 0hの以外の値は予約となります。
GP 8 +10 時計「年」の設定値 西暦の下2桁(15ビット目が時計データの書き換え

BCD2桁+(設定フラグ) 用フラグ *6になります。)
読 +11 時計「月」の設定値BCD2桁 01～12月
み +12 時計「日」の設定値BCD2桁 01～31日
込 +13 時計「時分」の設定値 00～23時 、00～59分
み BCD4桁
専 9 +14 コントロール  *12 0 バックライトOFF *7

用 1 ブザーON
エ 2 プリント開始
リ 3 予約
ア 4 ブザー音*8　0:出力、1:非出力

5 AUX出力*8 0:出力、1:非出力
6 予約
7 PLC専有*9  0:非専有、1:専有
8 VGA表示*10  0:非表示、1:表示

9、10 予約
11 ハードコピー出力*14 0:出力、1:非出力
12～15 予約

A +15 予約 0にしてくだい。
B +16 ウインドウコントロール*11 0 表示　0：OFF、1:ON

1 ウインドウの重なり順序の入れ替え
0:可、1:不可

2～15 予約
C +17 ウインドウ登録番号　*11 間接指定で選択したグローバルウインドウ

の登録番号(BIN、または、BCD)
D +18 ウインドウ表示位置　*11

(X座標データ) 間接指定で選択したグローバルウインドウ
+19 ウインドウ表示位置　*11

(Y座標データ)
の表示座標(BIN、または、BCD)

*1 ＜ステータス-プリント中＞
プリント中にビットがONします。このビットのON中にオフラインモードへ切り替えると、プ
リント出力が乱れる場合があります。

*2＜ステータス-設定値書き込み＞
Kタグおよび設定値表示器による書き込みが発生するごとにビットが反転します。

*3 ＜ステータス-PLC専有＞
マルチリンク使用時、PLC専有中にビットがONします。

*4 ＜ステータス-Kタグ入力エラー＞
現在入力中のKタグに警報が設定されている場合、警報レンジ外の値を入力すると、ビットが
ONします。警報レンジ内の値を入力する、または画面が切り替わるとOFFになります。

*5 ＜ステータス＞
必要ビットのみをビット単位でモニタしてください。
なお、予約ビットはGPのシステムでメンテナンスなどに使用している場合がありますので、
ON/OFFは不定です。
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*6 ＜時計｢年｣設定値＞
時計データはデータの書き換え用フラグが変化（OFF→ONまたはON→OFF）すると書き換えら
れます。
＜例＞95年 10月 16日 21時 57分
　　現在のワードアドレス+10のデータが0000とします。
　　「月」「日」「時分」のデータを書き込みます。

・ワードアドレス+11に　0010
・ワードアドレス+12に　0016
・ワードアドレス+13に　2157

　　「年」の15ビット目をONしたデータを書き込みます。
・ワードアドレス+10に　8095と入力すると時計データは書き換えられます。

*7 ＜コントロール-バックライトOFF＞
GP-477R/GP-470シリーズ以外の場合、ONでバックライトが消灯（LCD表示はそのまま）し、OFF
で点灯します。
システムデータエリア＋14番地(コントロール)のバックライトOFFのビットをONにす
ると、バックライトのみがOFFになっている状態で、LCD(液晶)は表示ONのままになっ
ています。また、画面に設定されているタッチスイッチなども動作する状態となってい
ます。
通常、画面表示のOFFを行う場合は、＋9番地(画面表示のON/OFF)をご使用ください

*8 ＜コントロール-ブザー音/AUX出力＞
コントロールのビット1（ブザーON）の出力先は以下のようになります。
ブザー音・・・コントロールのビット1がONの間、GP内部のブザーが鳴ります。
AUX出力・・・コントロールのビット1がONの間、AUXのブザー出力がONします。

*9 ＜コントロール-PLC専有＞
n:1（マルチリンク）使用時、ONでPLCを専有します。 参照→参照→参照→参照→参照→ 4.5 PLC専有

*10 ＜コントロール-VGA表示＞
GP-570VM、GP-870VMの場合、ONで画面全体がVGA表示となります。VGA表示中に画面の任意の
位置をタッチするとOFFします。

*11＜ウィンドウコントロール/ウィンドウ登録番号/ウィンドウ表示位置＞
ウインドウ→ 参照→参照→参照→参照→参照→ ﾀｸﾞﾘﾌｧﾚﾝｽﾏﾆｭｱﾙ ウインドウ表示＜Uタグ＞

*12＜コントロール＞
予約ビットはGPのシステムでメンテナンスなどに使用している場合がありますので、必ずOFFに
してください。

・コントロール（アドレス+14）は、必ずビット単位で書き込んで
ください。ワードデータで書き込と値が変わる場合があります.

*13＜画面表示のON/OFF＞
システムデータエリア＋9番地(画面表示のON/OFF)で画面表示OFFを行うと、画面表示OFF後の1
回目のタッチ入力は画面表示ONとしての動作となります。

*14＜ハードコピー出力＞
コントロールのビット11(ハードコピー出力)をONにすることにより、現在印字中の画面ハー
ドコピーを中止します。

・ハードコピーの中止後、コントロールのビット11はOFFされませんので、ステータ
スのプリント中ステータスを監視するなどして、コントロールのビット11をOFFし
てください。

・コントロールのビット11がONの間は、ハードコピーは行われません。すべて中止さ
れることになります。印字途中で中止を行った場合、画面1ライン分のデータを出力
し終わってから中止されます。また、すでにプリンタ側のバッファに取り込まれてい
るデータはクリアされません。
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1.3 システム構築環境

1.3.1 開発環境

・ プロジェクトファイルをGPに転送するためには、別売のGP画

面転送ケーブル(GPW-CB02)が必要です。本ケーブルには、パ

ソコン本体側のインターフェイス変換アダプタは付属してお

りません。ご使用のパソコンのインターフェイスに適合する

コネクタ変換アダプタをご用意ください。変換アダプタは、コ

ンピュータサプライ取扱店でお買い求めになれます。

・ GP77Rシリーズで、CFカード、サウンド出力機能を使用するに

は、別途マルチユニット、CFカード、外部スピーカなどが必

要です。

・ シリアルマウスを使用している場合は、マウス以外のシリア

ルポートを使用してください。

・ NEC PC9801シリーズなど、パソコン本体側インターフェイス

がDsub25ピンソケット側のものは、コネクタ変換アダプタが

必要となります。変換アダプタは、ストレート結線のものを

ご使用ください。
･ アーベル製 AA833
･ サンワサプライ製 D09-9M25M

・ NEC PC9801NOTEシリーズなど、パソコン本体側インターフェ

イスがハーフピッチ14ピンソケット側のものは、コネクタ変

換アダプタが必要となります。

･ ロアス製 ZR01-024

プリンタ

マウス

GP

GP 画面作成ソフトウェア
GP-PRO/PBⅢ for Windows
Ver.4.0 (CD-ROM)

パソコンの

シリアルポートへ

パソコン（ノートパソコンも可）

GP画面転送ケーブル
(Dsub9ピンソケット
側)

ツールコネクタへ
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■使用可能な機種および環境
◆対象機種

シリーズ名 商品名 型式

GP-H70シリーズ GP-H70L GPH70-LG11-24V

GPH70-LG41-24VP

GP-H70S GPH70-SC11-24V

GPH70-SC41-24VP

GP-270シリーズ GP-270L GP270-LG11-24V

GP270-LG21-24VP

GP270-LG31-24V

GP-270S GP270-SC11-24V

GP270-SC21-24VP

GP270-SC31-24V

GP-370シリーズ GP-370L GP370-LG11-24V

GP370-LG21-24VP

GP370-LG31-24V

GP-370S GP370-SC11-24V

POWER GPシリーズ GP70シリーズ GP370-SC21-24VP

GP370-SC31-24V

GP-470シリーズ GP-470E GP470-EG11

GP470-EG21-24VP

GP470-EG31-24V

GP-570シリーズ GP-570S GP570-SC11

GP570-SC21-24VP

GP570-SC31-24V

GP-570T GP570-TC11

GP570-TC21-24VP

GP570-TC31-24V

GP-57JS GP57J-SC11

GP-570VM GP570-TV11

GP-571T GP571-TC11

GP-675シリーズ GP-675T GP675-TC11

GP675-TC41-24VP

GP-675S GP675-SC11

GP-870シリーズ GP-870VM GP870-PV11

GP-377シリーズ GP-377L GP377-LG11-24V

GP-377S GP377-SC11-24V

GP-377Rシリーズ GP-377RT GP377R-TC11-24V

GP-477Rシリーズ GP-477RE GP477R-EG11

GP77Rシリーズ GP477R-EG41-24VP

GP-577Rシリーズ GP-577RT GP577R-TC11

GP577R-TC41-24VP

GP-577RS GP577R-SC11
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パソコン
Pentium133MHz以上推奨
PC/AT互換機、PC-9800シ
リーズ機で動作します

解像度 SVGA 800×600以上推奨

最小 最大

CD版 約30Mバイト 約67Mバイト

メモリ 32Mバイト以上推奨

ディスクドライブ

GP画面転送
ケーブル

パソコン本体のRS-232Cコネ
クタの形状がDsub9ピンでな
い場合は、対応する変換アダ
プタを別途ご用意ください

OS
WindowsNTはService Pack3
以上を使用してください

マウス Windows 95/98/NT(Ver.4.0以上)対応品 マウスは必ずご準備ください

プリンタ Windows 95/98/NT(Ver.4.0以上)対応品

日本語FEP Windows 95/98/NT(Ver.4.0以上)対応品

(株)デジタル製GPW-CB02(別売品)

インストールするために必要
なスペース

日本語版Windows 95/98/NT(Ver.4.0以上)

ハードディスク
スペース

Windows 95/98/NT(Ver.4.0以上)が正常に
動作する機種

16Mバイト以上

CD-ROMドライブ必須

◆動作環境
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1.3.2 システム構築手順

起動
GP-PRO/PB Ⅲ for Windows を起動します。

インストール
ハードディスクにGP-PRO/PB Ⅲ for

Windows をインストールします。

画面の保存
作成した画面を保存します。

画面の転送
保存した画面をGP へ送信します。

プロジェクトの作成・選択
プロジェクトファイルを作成する。または、

既存プロジェクトを選択します。

画面を開く
画面を新規作成または既存画面から選択しま

す。

終了
GP-PRO/PB Ⅲ for Windows を終了します。

▲
既存画面を編集する、または

別の画面を作成する場合

既存画面を編集する、または

別の画面を作成する場合

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windowsオペレー

ションマニュアル

参照→参照→参照→参照→参照→ 1.2.2 画面

1.2.3 部品

1.2.4 タグ

作画
部品の配置、描画および動画機能の設定を行

います。

参照→参照→参照→参照→参照→ 1.4　インストールする

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windowsオペレー

ションマニュアル

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windowsオペレー

ションマニュアル

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windowsオペレー

ションマニュアル

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windowsオペレー

ションマニュアル

参照→参照→参照→参照→参照→GP-PRO/PBⅢ for Windowsオペレー

ションマニュアル
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1.4 インストール

GP-PRO/PBⅢをCD-ROMからパソコンのハードディスクにインストールします。ハードディスク

には既にWindowsが組み込まれているとして説明します。

GP-PRO/PBⅢ for Windows過去のVer.からGP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0にアップグ

レードする場合は、あらかじめ、前のバージョンのプログラムをアンインストールしておいて

ください。

強制 ・ インストールを開始する前に、インストーラ以外のすべての

プログラムを終了させてください。通常のアプリケーション

はもちろん、常駐型プログラム(ウィルス検出ソフトなど）も、

忘れずに終了(常駐解除)させてください。

・ 一部の常駐型プログラム（ウィルス検出ソフトなど）を常駐

させたままインストールすると、パソコンがリセットされた

り、ハングアップしたりすることが確認されています。この

ような場合は、パソコンを再起動し、常駐型プログラムをす

べて解除してから、再度インストールしてください。また、こ

れらの現象は一時的なものであり、以後のパソコンの使用に

何ら悪影響はありません。

・ WindowsNTをご使用の場合、「Administrator」の権限がなけれ

ばインストールできません。

・ 2Way機能を使用するためには、Pro-Server with Pro-Studio

for Windowsが必要です。

参照→参照→参照→参照→参照→ GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢ for Windows オペレーションマニュア

ル - 2Wayドライバ

 単にマスター CD-ROM をコ

ピーしただけでは、GP-PRO/PBⅢ を

インストールしたことにはならず、

GP-PRO/PBⅢ を起動できません。必

ずインストール用プログラムを使っ

て（手順②②②②②の操作で）インストールし

てください。

①①①①① CD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROM ををををを CD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROM ドライブに入れます。ドライブに入れます。ドライブに入れます。ドライブに入れます。ドライブに入れます。

自動的にGP-PRO/PB Ⅲ for Windows のセットアップ

画面が表示されます。

NOTENOTENOTENOTENOTEOPERATIONOPERATIONOPERATIONOPERATIONOPERATION

■CD-ROMからインストールする
<用意するもの>
・ GP-PRO/PB Ⅲ for Windows Ver.4.0 マスターCD-ROM



1-28

1.4 インストール

NOTENOTENOTENOTENOTEOPERATIONOPERATIONOPERATIONOPERATIONOPERATION

インストールが開始されると、インス

トールされるファイルごとに進行状況

を示すグラフと％が表示されます。

 サンプルキーボードを利用する

場合、PLCタイプ選択時に、必要なPLC

タイプの他に「メモリリンク SIO タイ

プ」を選択してください(カスタムイン

ストール時のみPLC タイプの選択があ

ります。標準インストール時は全PLCタ

イプがインストールされるため、この

操作は必要ありません)。

インストールの過程でシリアル番号を入力する画面が表

示されます。シリアル番号は、CD-ROMケースのバーコー

ドラベルに印刷されています。シリアル番号を半角で入

力し、名前と会社名を入力します。すべて入力しないと

インストールできません。

セットアップ方法を選択します。

以下、画面の指示にしたがって作業を進めてください。

②②②②②「「「「「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのののののｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙ」」」」」をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。
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 単にマスターCD-ROM または

インストールディスクをパソコンにコ

ピーしただけでは、GP-PRO/PBⅢ を

インストールしたことにはならず、

GP-PRO/PBⅢ を起動できません。必

ずインストール用プログラムを使っ

て（手順②②②②②の操作で）インストールし

てください。

①①①①① マスターマスターマスターマスターマスターCD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROM 内のフォルダ内のフォルダ内のフォルダ内のフォルダ内のフォルダ ¥disk1¥disk1¥disk1¥disk1¥disk1 ～～～～～ ¥disk22¥disk22¥disk22¥disk22¥disk22 ままままま

での内容を各フォルダごとにフロッピーディスクへでの内容を各フォルダごとにフロッピーディスクへでの内容を各フォルダごとにフロッピーディスクへでの内容を各フォルダごとにフロッピーディスクへでの内容を各フォルダごとにフロッピーディスクへ11111 枚枚枚枚枚

ずつコピーしインストールディスクを作成します。ずつコピーしインストールディスクを作成します。ずつコピーしインストールディスクを作成します。ずつコピーしインストールディスクを作成します。ずつコピーしインストールディスクを作成します。

②②②②② インストールディスクのインストールディスクのインストールディスクのインストールディスクのインストールディスクのdisk1disk1disk1disk1disk1 をインストール先のをインストール先のをインストール先のをインストール先のをインストール先の

パソコンのフロッピーディスクドライブへ挿入しまパソコンのフロッピーディスクドライブへ挿入しまパソコンのフロッピーディスクドライブへ挿入しまパソコンのフロッピーディスクドライブへ挿入しまパソコンのフロッピーディスクドライブへ挿入しま

す。す。す。す。す。

③③③③③ [ｽﾀｰﾄ][ｽﾀｰﾄ][ｽﾀｰﾄ][ｽﾀｰﾄ][ｽﾀｰﾄ]ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、[ﾌｧｲﾙ[ﾌｧｲﾙ[ﾌｧｲﾙ[ﾌｧｲﾙ[ﾌｧｲﾙ名を指定して実行名を指定して実行名を指定して実行名を指定して実行名を指定して実行

（（（（（RRRRR）））））]]]]]をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。

NOTENOTENOTENOTENOTEOPERATIONOPERATIONOPERATIONOPERATIONOPERATION

■フロッピーディスクからインストールする
GP-PRO/PBⅢをインストールするパソコンにCD-ROMドライブがない場合は、マスターCD-ROM

からインストールディスクを作成してインストールすることができます。

・ フロッピーディスクからインストールした場合、ガイドツ

アーはインストールされません。

＜用意するもの＞

・ GP-PRO/PB Ⅲ for Windows Ver.4.0 マスターCD-ROM

・ フォーマット済みフロッピーディスク　31 枚（1.44M バイトフォーマット）

インストールが開始されると、インス

トールされるファイルごとに進行状況

を示すグラフと％が表示されます。

④④④④④「「「「「x:¥SETUP.exex:¥SETUP.exex:¥SETUP.exex:¥SETUP.exex:¥SETUP.exe」」」」」と入力し、と入力し、と入力し、と入力し、と入力し、 をクリックしをクリックしをクリックしをクリックしをクリックし

ます。ます。ます。ます。ます。(x(x(x(x(x にはフロッピーディスクドライブ名を入力しまにはフロッピーディスクドライブ名を入力しまにはフロッピーディスクドライブ名を入力しまにはフロッピーディスクドライブ名を入力しまにはフロッピーディスクドライブ名を入力しま

すすすすす)))))

(フロッピーディスクドライブがAドライブの場合)

以下、CD-ROM からインストールする場合と同様に作業を

進めてください。
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NOTENOTENOTENOTENOTEOPERATIONOPERATIONOPERATIONOPERATIONOPERATION

①①①①① [ｽﾀｰﾄ][ｽﾀｰﾄ][ｽﾀｰﾄ][ｽﾀｰﾄ][ｽﾀｰﾄ]ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、[ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)][ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)][ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)][ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)][ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)]をクリックをクリックをクリックをクリックをクリック

ししししし[ProPB3Win][ProPB3Win][ProPB3Win][ProPB3Win][ProPB3Win]をクリックしをクリックしをクリックしをクリックしをクリックし[ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ][ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ][ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ][ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ][ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ]を選択しまを選択しまを選択しまを選択しまを選択しま

す。す。す。す。す。

■アンインストールする

②②②②②     を選択します。を選択します。を選択します。を選択します。を選択します。

 を選択するとす

ぐアンインストールがスタートするの

でキャンセルはできません。

・ アンインストールを実行するとGP-PRO/PBⅢ for Windows

Ver.4.0に入っていたファイルのみ削除されます。作成した

ファイルは削除されません。

あらかじめGP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0に入っていた

ライブラリファイル(CPWファイル/MRKファイル)を編集して

もファイル名を変更しないと削除されますのでご注意くださ

い。
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本章ではGPの基礎となる部品の配置、およびタグ設定の一部を実際に解説をまじえながら
行います。実際、作成した画面は転送し、運転を行います。この実習はGP-470と三菱電機
（株）製MELSEC　AnAを例にとり解説しています。それでは、次の画面に沿って作画をして
みましょう。

2.1　作成システムの概要

B2（ベース画面２）
・「ウインドウ表示」はウインドウ表示用Ｕタグを
　 用いてD0101の00ビットのON/OFFによってB300　
 （次頁）上の棒グラフが表示／消去
・「ウインドウ表示ＯＮ／ＯＦＦ」はウインドウ表　
  示ビットD0101の00ビットをON/OFFさせるスイッチ
・「前画面」は画面切り替え用スイッチ
を設定します。

B1（ベース画面１）
・「数量」は数値表示用部品を用いてD0100のデー
　タを表示
・「運転中」はランプ表示用部品を用いてM0000の
　ビットON/OFFによってランプ表示
・「運転」は運転中のランプON/OFF用スイッチ
・「次画面」は画面切り替え用スイッチ
を設定します。

Ｂ１

Ｂ２

2.12.12.12.12.1 運転画面の概要

2.1.1 作画画面の概要

第２章　　作画実習（基礎編）

１　作成システムの概要

２　画面作成

B300（ベース画面300）
・ウインドウ用画面に「数量」の棒グラフ表示用部品
　を用いてD0100のデータを棒グラフ表示
・ウインドウ用画面のウインドウ登録

を設定します。

Ｂ３００
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2.1　作成システムの概要

GPの表示用に使用するデバイスをここに示します。ここに示したデバイスはGP表示用のた

め、実習中は、これらのメモリはGP用として確保してください。システムデータエリアは

+0～+19までを使用します。

D0000

データレジスタ

システムデータエリア

内部リレー

運転　ＯＮ／ＯＦＦM0000

PLCｱﾄﾞﾚｽ

D0100
D0101

数量データ
ウインドウ表示

D0019

■作成画面一覧（基礎編）

画面名 タイトル

B1 　　　基礎実習１

B2 　 　　　基礎実習２

B300 ウインドウ画面

B1、B2は運転用画面です。B300はB2用ウインドウ用画面です。

■PLC使用デバイス一覧（基礎編）
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2.2　画面作成

2.2.1 画面の作成手順
B1の画面を完成することを例にとって、画面作成のひと通りの手順を示します。

なお、GP-PRO/PBⅢのパソコンへのインストール*1および各画面のレイアウトはすでに終了

しているものとします。

*1　参照→参照→参照→参照→参照→「オペレーションマニュアル／1-3 GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢのインストール」

プロジェクトの作成
・GPタイプの設定
・PLCタイプの設定

始め

GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢを起動

ベース画面１の作成
　・新規作成（ベース画面）
　・部品の配置と描画
　・画面の保存（画面番号B1）

GPへの転送
　・転送ケーブルで接続
　・転送

テスト運転
　・PLCの通信設定
　・GPの初期設定
　・試運転（デバッグ）

終わり

STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

STEP5

STEP6

ベース画面２の作成
・新規作成（ベース画面）
・部品の配置と描画
　およびタグ設定
・画面の保存（画面番号B2）

ウインドウ画面の作成
・新規作成（ベース画面）
・部品の配置と描画
・B300のウインドウ登録
・画面の保存（画面番号B300）

2.22.22.22.22.2 画面作成
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2.2　STEP1　GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢを起動

2.2.2 STEP1 GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢの起動

CドライブのPROPBWINというフォルダにGP-PRO/PBⅢがインストールされているとします。

・　「画面データ一覧ボックス」は、本マニュアルの事例では使

用しないので  ボタンをクリックして消してください。

ここで、GP-PRO/PBⅢの操作について簡単に説明しましょう。

画面の作成／編集をクリックすると画面エディタが開きます。初めてGP-PRO/PBⅢを起動し

た場合は「プロジェクトの新規作成」を行わないと画面エディタを開くことができません。

画面エディタは、下図のようになっています。

①GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢを起動します。
Windowsのデスクトップを表示し、[スタート]をクリック
し、[プログラム]、[ProPB3Win]の順にポイントし[プロ
ジェクトマネージャ]をクリックします。

②スタートアップ画面表示後、プロジェクトマネー
ジャーを表示します。

プルダウン
メニュー

コマンド

グリッド

部品・タグ
ツールボッ
クス

選 択 ツ ー ル
ボックス

画面データ
一覧ボックス

NOTEOPERATION

ズーム
ボックス
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④プロジェクトマネージャーを終了します。

プロジェクトを保存する場合は 　をクリックしま

す。

2.2　STEP1　GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢを起動

①「画面」を選択し、「終了」を選択します。

③画面エディタを終了してﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰに戻ります。

ここで「終了」を選択します。

はい

②画面エディタを終了します。

作画画面データを保存する場合は 　　をクリックしま

す。

画面編集を行った場合、画面ｴﾃﾞｨﾀの

ダイアログボックスが開きます。行わ

なかった場合はダイアログボックスは

開きません。また保存しない場合は

　をクリックします。いいえ

保存しないで終了する場合は

   をクリックします。

新規画面を保存する場合は、画面番号を入力して保存しま

す。

いいえ
はい

2.2.3 GP-PRO/PBⅢⅢⅢⅢⅢの終了

NOTEOPERATION
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あるシステムに対して初めて作画を行う場合は、「プロジェクトの新規作成」を行います。

このメニューで、PLCタイプとGPタイプを設定し、各画面を作成します。作成した画面は、

１つのプロジェクトとして登録されます。プロジェクト単位に管理を行うことにより、シス

テムごとに管理することができます。

■プロジェクトの新規作成

NOTEOPERATION

①「プロジェクトの新規作成」を選択します。

2.2.4 STEP2 プロジェクトの作成

②コメントを入力します。

ここでは「実習」と入力します。

コメントには、これから作成するプロ
ジェクトの名称などを入力すればわか
りやすいでしょう。

③GPタイプを選択します。

ここでは使用するGPの機種「GP477R」を選択します。 選択後は  もしくは選択した項目

を左クリックして確定します。



2.2　STEP2　プロジェクトの作成
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NOTEOPERATION

④PLCタイプを選択します。

ここでは使用するPLCの機種「三菱電機MELSEC-AnA(LINK)」

を選択します。

OK

⑤ をクリックします。はい

⑥画面エディタへ移ります。

選択後は  もしくは選択した項目

を左クリックして確定します。

全ての設定が終われば    をクリックします。

GP477R



2.2 　STEP3　ベース画面1の作成
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2.2.5 STEP3 ベース画面1の作成

プロジェクトの作成を行ったら、画面エディタを表示します。ここで、いよいよ運転画面の

作成を行います。開いた画面に部品を配置します。部品を選択して、使用アドレスなど必要

な項目を設定します。

■数値表示用部品の配置
作成する画面の「数量」右部に数値表示を行うため数値表示用部品を配置します。

数量データはD0100に入っているため、このアドレスを設定します。

①「数値表示器」をクリックします。

②数値表示器設定のダイアログを表示します。

「ブラウザ」をクリックします。

③シェイプブラウザを表示します。

NOTEOPERATION



2.2 　STEP3　ベース画面1の作成
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④配置したい部品の形を選択します。

ここでは「ND_3D004」の部品をクリックして選択します。

　　をクリックして設定ダイアログへもどります。

⑤アドレスの設定を行います。
ポップアップキーボードより「D0100」と入力し
　で確定します。

OK

⑥ をクリックします。配置

アドレス設定は設定枠右のポップアッ

プキーボードアイコン　　　をクリッ

クして、表示されるポップアップキー

ボードでマウス入力するかキーボード

から入力します。

ポップアップキーボードからマウス入

力する場合、デバイス変更は左設定枠

 の  をクリックしてスク

ロールバーを移動させて必要なデバイ

スをダブルクリックして選択します。

アドレス入力後は  をクリック

して確定します。

ENT

NOTEOPERATION
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NOTEOPERATION

⑦クリックすると部品が画面上に現れます。

　

部品の移動はカーソルを部品中央でド

ラッグして行います。部品のハンドル

が消えている場合は一度その部品をク

リックし、ハンドル表示状態にして移

動してください。

この動作を繰り返すと部品の移動は何

度でも行えます。⑨サイズを変更します。

選択した部品の拡大したい方向のハンドルにカーソルを合わ

せます。拡大したい位置までドラッグしてサイズを変更しま

す。

⑩数値表示用部品が配置されました。

拡大・縮小時は　　　　キーを押しな

がらドラッグすると、数値表示が同時

に拡大・縮小されます。

選択外のエリアでクリックするとハン

ドルが消えます。

移動時、サイズ変更時のカーソルの

形状

・移動時

　

・拡大・縮小時

・・・上下

・・・左右

・・・上下左右

⑧部品を選択して配置したい場所に移動します。

2-1「作画画面の概要」で示した場所に配置します。

ハンドル

Ctrl

拡大・縮小時はキーボードにある矢印

キーからも拡大・縮小することができ

るようになりました。

選択外のエリアでクリックするとハン

ドルが消えます。

→←

↑

↓

キーボード
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■描画「文字列入力」
配置した数値表示用部品の左に「数量」の文字を描画します。

NOTEOPERATION

①「文字列」を選択します。

②キーボードから文字を入力します。

ここでは「数量」と入力します。

文字列のダイアログが表示した時に以
前に入力した文字列か「文字列」が表
示されます。このとき「DEL」キーか
「BS」キーで文字列を消去して入力し
てください。

③  をクリックしてダイアログを閉じます。

④文字を配置します。
カーソルを作画領域に移動させ、任意の位置でクリックし
ます。クリックすると画面上には指定したサイズの文字枠
が表示されます。文字枠の左上が指定ポイントとなりま
す。

abc

⑤配置したい位置まで移動します。

2-1「作画画面の概要」で示した場所に配置します。指定し

たい位置までカーソルを動かし、クリックで確定します。

数量

配置時に「Shift」キーを押しながら
始点と終点を指定すると2点に囲まれ
た四角の中央に文字が配置されます。
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■ランプ表示用部品の配置
作成する画面の「運転中」をランプ表示を行うためランプ表示用部品を配置します。

運転中のON/OFF情報はM0000に入っているため、このアドレスを設定します。

NOTEOPERATION

①「ランプ」をクリックします。

②ランプ設定のダイアログを表示します。

「ブラウザ」をクリックします。

③シェイプブラウザを表示します。

ここでは「PDBファイル」をクリックします。

デフォルト状態（初期状態）で呼び出

されるランプには、今回必要な形がな

いのでPDBファイルの変更で必要な形

を呼び出します。
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NOTEOPERATION

④部品の変更のダイアログを表示します。

ここでは「Op4-mm01.pdb」の部品を選択し、 　　を

クリックします。

⑥配置する部品を選択します。

スクロールバーの  キーで「LM_MM009」を呼び出しま

す。「LM_MM009」の部品を選択して 　をクリック
します。

OK

開く

⑤シェイプブラウザを表示します。



2.2 　STEP3　ベース画面1の作成
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NOTEOPERATION

⑦アドレスの設定を行います。

ポップアップキーボードより「M0000」を設定します。

⑧ をクリックします。配置

⑨部品を選択して配置したい場所に移動します。

2-1「作画画面の概要」で示した場所に配置します。

⑩ランプ部品が配置されました。

アドレス設定は設定枠右のポップアッ

プキーボードアイコンをクリックし

て、表示されるポップアップキーボー

ドでマウス入力するかキーボードから

入力します。

ポップアップキーボードからマウス入

力する場合、デバイス変更は左設定枠

の をクリックしてスク

ロールバーを移動させて必要なデバイ

スをダブルクリックして選択します。

アドレス入力後は をクリックし

て確定します。

部品の移動はカーソルを部品中央でド

ラッグして行います。部品のハンドル

が消えている場合は一度その部品をク

リックし、ハンドル表示状態にして移

動してください。この動作を繰り返す

と部品の移動は何度でも行えます。
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■スイッチの配置
「運転中」のランプをON/OFFさせるスイッチを配置します。

ON/OFFさせるビットはM0000です。１回タッチするたびにON/OFFを繰り返すスイッチを配

置します。

NOTEOPERATION

①「ビットスイッチ」をクリックします。

②ビットスイッチ設定のダイアログを表示します。

ここでは「ブラウザ」をクリックします。

③シェイプブラウザを表示します。
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NOTEOPERATION

④配置する部品を選択します。

ここでは「SW_3D002」の部品をクリックします。

　　をクリックして設定ダイアログへもどります。OK

⑤アドレスの設定を行います。

ポップアップキーボードより「M0000」と入力し
　で確定します。

⑥動作で「反転」をクリックします。

アドレス設定は設定枠右のポップアッ

プキーボードアイコンをクリックし

て、表示されるポップアップキーボー

ドでマウス入力するかキーボードから

入力します。

ポップアップキーボードからマウス入

力する場合、デバイス変更は左設定枠

の をクリックしてスク

ロールバーを移動させて必要なデバイ

スをクリックして選択します。アドレ

ス入力後は をクリックして確定

します。

ENT
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NOTEOPERATION

⑦選択したスイッチに銘板を付けます。

「銘板」を選択して文字を入力します。

今回「運転」という銘板付の部品がな
いため、銘板作成機能で「運転」と入
力します。

⑧文字を入力します。
ここでは「運転」と入力します。

⑨ をクリックします。配置

⑩配置したい場所に移動します。

2-1「作画画面の概要」で示した場所に配置します。
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NOTEOPERATION

■画面切り替え用スイッチの配置
「次画面」をタッチすると画面が切り替わるスイッチを配置します。

画面番号は「2」を設定します。特にアドレスの設定はありません。

①「特殊スイッチ」をクリックします。

②特殊スイッチ設定のダイアログを表示します。

ここでは「ブラウザ」をクリックします。

③シェイプブラウザを表示します。

ここでは「PDBファイル」をクリックします。

デフォルト状態で呼び出されるスイッ

チには、今回必要な形がないのでPDB

ファイルの変更で必要な形を呼び出し

ます。
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NOTEOPERATION

④部品の変更のダイアログを表示します。

ここでは「Op4-mm01.pdb」の部品を選択し、「開く」をク

リックします。

⑤シェイプブラウザを表示します。 選択したPDBファイルのシェイプブラ

ウザを表示します。

⑥配置する部品を選択します。

スクロールバーの  キーで「SW_MM009」を呼び出しま

す。「SW_MM009」の部品をクリックして　　　　　をク
リックします。

OK
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NOTEOPERATION

⑦動作は画面切替を選択します。

⑧画面番号は「2」を設定します。

⑨ をクリックします。配置

⑩部品を選択して配置したい場所に移動します。

2-1「作画画面の概要」で示した場所に配置します。

⑪画面切り替え用スイッチが配置されました。
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■画面のセーブ　
この画面はこれで完成ですので、画面を保存します。

NOTEOPERATION

①「画面の保存」を選択します。

②名前を付けて保存が表示されます。

③画面番号、タイトルを入力します。

ここでは画面番号「1」、タイトル「基礎実習1」と入力しま

す。 をクリックして確定します。OK

ベース画面１はこれで完成しました。次はベース画面２を作成します。
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画面：Ｂ２

タイトル：基礎実習２

描画機能でB2の画面を描画します。タッチキーの「ON/OFF」「前画面」はスイッチ用部品を

配置し、「ウインドウ表示」の文字を描画します。

作画した画面中央にウインドウ機能で棒グラフが表示されますので、棒グラフの表示スペー

スを確保してください。

2.2.6 STEP4　ベース画面2の作成

■ベース画面２の概要
ベース画面１と同じ要領でベース画面２用の新規画面を開きましょう。

B2

B2 B300

B2の画面中央に棒グラフがウインドウ表示します。棒グラフ用画面はB300に作成します。

B300上に配置された部品はウインドウ表示で呼び出しても有効です。
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■ベース画面２

B2に文字列配列および部品配置とタグ設定

を行います。それでは、B2画面を開きま

しょう。

◆描画「文字列入力」

文字サイズの異なった2種類の「ウインドウ表示」の文字を描画します。

NOTEOPERATION

①「新規作成」をクリックします。

②新規作成のダイアログが表示されます。

ここでは「ベース画面」を選択します。

③画面が開きます。

④「文字列」を選択します。

文字列のダイアログが表示した時に以
前に入力した文字列か「文字列」が表
示されます。このとき「DEL」キーか
「BS」キーで文字列を消去して入力し
てください。

⑤キーボードから文字を入力します。

ここでは「ウインドウ表示」と入力します。
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NOTEOPERATION

⑥ 文字サイズを変更します。

の をクリックし、カーソルで「ＡＡＡＡＡ」を2×

2まで引っ張り、クリックで確定します。

⑦  をクリックしてダイアログを閉じます。

abc

配置時に「Shift」キーを押しながら
始点と終点を指定すると2点に囲まれ
た四角の中央に文字が配置されます。

⑧文字を配置します。
カーソルを作画領域に移動させ、任意の位置でクリックし
ます。クリックすると画面上には指定したサイズの文字枠
が表示されます。文字枠の左上が指定ポイントとなりま
す。

「文字列入力」を終わらせるには、右ク

リックまたはツールバーの （オブ

ジェクトの選択）をクリックします。

⑩同様にして、1×1の文字列を配置します。

文字サイズを1×1に指定して、同じようにして配置します。

⑨配置したい位置まで移動します。

2-1「作画画面の概要」で示した場所に配置します。指定し

た位置までカーソルを動かし、クリックで確定します。

ウインドウ表示

ウインドウ表示

ウインドウ表示
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◆スイッチの配置

ウインドウ表示するためのスイッチ用部品を配置します。

ウインドウをコントロールするためのビットはD010100に設定します。

NOTEOPERATION

①「トグルスイッチ」をクリックします。

②トグルスイッチのダイアログが表示されます。

ここでは「ブラウザ」をクリックします。

部品一覧右のスクロールバーをドラッ

グして配置する部品を表示させて、そ

の部品をクリックして選択します。配

置する部品がない場合は「PDBファイ

ル」にてPDBファイルを変更してくだ

さい。

③シェイプブラウザが表示されます。

ここでは「SW_3D104」を選択し をクリックし

ます。

OK
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NOTEOPERATION

④操作ビットアドレスの設定を行います。

ここではビットアドレスを「D010100」と設定します。

アドレス設定は設定枠右のポップアッ

プキーボードアイコンをクリックし

て、表示されるポップアップキーボー

ドでマウス入力するかキーボードより

入力します。

ポップアップキーボードからマウス入

力する場合、デバイス変更は左設定枠

の をクリックしてスク

ロールバーを移動させて必要なデバイ

スをクリックして選択します。アドレ

ス入力後は をクリックして確定

します。

配置

⑥部品を選択して配置したい場所に移動します。 部品の移動はカーソルを部品中央でド

ラッグして行います。部品のハンドル

が消えている場合は一度その部品を左

クリックし、ハンドル表示状態にして

移動してください。この動作を繰り返

すと部品の移動は何度でも行えます。

⑤モニタビットアドレスを同じ値に設定します。
  はい   をクリックします。

2-1「作画画面の概要」で示した場所に配置します。

指定した位置までカーソルを動かし、クリックで確定しま

す。

　　　　　　をクリックします。
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◆スイッチの配置

画面切り替え用スイッチを配置します。このスイッチを押せば直前に表示をしていた画面に

戻ります。

NOTEOPERATION

①「特殊スイッチ」をクリックします。

②特殊スイッチ設定のダイアログが表示されます。

ここでは「ブラウザ」をクリックします。

③シェイプブラウザが表示されます。

ここでは「PDBファイル」をクリックします。

デフォルト状態で呼び出される特殊ス

イッチには、今回必要な形がないので

PDBファイルの変更で必要な形を呼び

出します。
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NOTEOPERATION

④部品の変更のダイアログが表示されます。

ここでは「Op4-mm01.pdb」の部品を選択し、 　 　 を

クリックします。

開く

⑤選択したPDBファイルのシェイプブラウザが表示されま

す。

⑥配置する部品を選択します。

ここでは「SW_MM008」（前画面）を選択し、

をクリックします。

OK
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NOTEOPERATION

⑦特殊スイッチ設定ダイアログが表示されます。

ここでは「前画面に戻る」を選択します。

⑧ をクリックします。配置

⑨部品を選択して配置したい場所に移動します。

2-1「作画画面の概要」で示した場所に配置します。

⑩画面切り替え用スイッチが配置されました。
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◆ベース画面300の作成

NOTEOPERATION

①「新規作成」をクリックします。

■ウインドウ画面（ベース画面300）の作成
タグ設定する前に、いったんB2を画面セーブしウインドウ画面を作成します。ウインドウ

画面はB300に作成し、ウインドウ登録を行います。

③画面が開きます。

をクリックして数量の文字部分を描画します。

②新規作成のダイアログが表示されます。

ここでは「ベース画面」を選択し、　  　　をクリックし
ます。

OK
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◆棒グラフの配置

数量横に棒グラフを表示させる棒グラフを配置します。

数量データはD0100に入っているため、このアドレスを設定します。

NOTEOPERATION

①「棒グラフ」をクリックします。

②棒グラフ設定のダイアログが表示されます。

ここでは「ブラウザ」をクリックします。

③シェイプブラウザが表示されます。

ここでは「BG_3D002U」を選択し、 をクリックし

ます。

OK
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NOTEOPERATION

④ワードアドレスを設定します。

ここでは「D0100」を入力します。

⑤グラフ設定を選択します。

「グラフ設定」を選択してグラフの表示方向を設定します。

⑥方向を選択します。

ここでは「右」を選択します。

⑦ をクリックします。配置

アドレス設定は設定枠右のポップアッ

プキーボードアイコンをクリックし

て、表示されるポップアップキーボー

ドでマウス入力するかキーボードより

入力します。

ポップアップキーボードからマウス入

力する場合、デバイス変更は左設定枠

の をクリックしてスク

ロールバーを移動させて必要なデバイ

スをクリックして選択します。アドレ

ス入力後は をクリックして確定

します。
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NOTEOPERATION

⑧配置したい場所に移動します。

⑨サイズを変更します。

⑩棒グラフ表示用部品が配置されました。

⑪画面が完成すればセーブします。

「画面の保存」のアイコンをクリックします。

⑫名前を付けて保存のダイアログが表示されます。

ウインドウ画面用B300はこれで完成し
ました。

⑬画面番号、タイトルを入力します。

ここでは画面番号「300」、タイトル「ウインドウ画面」と

入力します。 をクリックして確定します。OK

拡大したい方向のハンドルにカーソル

を合わし、拡大したい位置までドラッ

グしてサイズを変更します。
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NOTEOPERATION

①ウインドウ登録する画面を開きます。

②「画面」のプルダウンメニューより「ウインドウ登録」　

を選択します。

③ウインドウ登録のダイアログが表示されます。

④ をクリックします。追加

◆ウインドウ登録

B300をウインドウで表示するためにウインドウ登録を行います。
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NOTEOPERATION

⑤ウインドウ登録する範囲をカーソルで指定します。(始点)

始点をカーソルで指定し、クリックします。

⑥ウインドウ登録する範囲をカーソルで指定します。(終点)

終点までカーソルを移動させ、クリックします。

⑦追加のダイアログが表示しますので登録番号とタイトルを

入力します。

ここでは登録番号は｢1｣のままで、タイトルに「棒グラフ」

と入力し、 　　　をクリックします。

範囲の指定方法範囲の指定方法範囲の指定方法範囲の指定方法範囲の指定方法　　

ウインドウ登録する範囲は、ウインド

ウとして表示したい部分を四角で囲む

ように指定します。ただし、Y 座標は

1ドット単位、Ｘ座標は８ドット単位の

指定となります。始点は左上、終点は

右下になります。

⑧ウインドウ登録のダイアログに登録された項目が表示され

ます。

　をクリックして終了します。閉じる

⑨終了するとウインドウ登録した範囲が表示されます。 B300を開くと、ウインドウ登録した範

囲が四角で表示されます。

OK

登録番号は1から2000までの範囲で、

任意の番号が設定できます。
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■ウインドウ表示用Ｕタグ（ベース画面２）
ウインドウ登録した画面を呼び出すためのウインドウ表示用タグを設定します。

B2を開いて下さい。

NOTEOPERATION

①タグツールボックスの「U」のアイコンをクリックしま

　す。

このタグでは前項で登録したウインド
ウ登録番号１をウインドウ表示させま
しょう。

③ウインドウ指定を選択します。

ここで各項目の設定をします。

②タグ名を入力します。

ここでは「1」と入力します。

タグ名入力枠をクリックしてタグ名を
入力します。
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NOTEOPERATION

⑤設定が完了すれば     をクリックして確定します。OK

⑥タグ表示位置をクリックして設定します。

⑦Ｕタグの設定が完了しました。

ウインドウ登録番号１で設定したウイ
ンドウ範囲がカーソルで現れます。
クリックで2-1｢作画画面の概要」で示
した場所に配置します。

④ワードアドレスを設定します。
ここでは「D0101」と入力します。

アドレス設定は設定枠右のポップアッ

プキーボードアイコンをクリックし

て、表示されるポップアップキーボー

ドでマウス入力するかキーボードより

入力します。

ポップアップキーボードからマウス入

力する場合、デバイス変更は左設定枠

の をクリックしてスク

ロールバーを移動させて必要なデバイ

スをクリックして選択します。アドレ

ス入力後は をクリックして確定

します。
ここで設定したワードアドレスの00
ビットでウインドウのON/OFFをコント
ロールします。他の設定はデフォルト
のままで結構です。
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パソコン背面

NOTEOPERATION

①GPに電源を投入します。

②プロジェクトマネージャから「画面の転送」を選択しま
す。

2.2.7 STEP5　GPへの転送
作成した画面をGP本体に転送しましょう。

転送のために、パソコンのシリアルポートとGP本体のツールコネクタを「転送ケーブル」

で接続します。GP画面転送ケーブル（別売）のみです。

GP　背面

ツール
コネクタ

  GP画面転送ケーブル（別売）

シリアルポート

③プロジェクトを保存するかを聞いてくるので保存する場合
は　 　　　をクリックし、ファイル名をつけて保存しま
す。

はい
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④画面転送のダイアログボックスが開きます。

ここでは「GPへの送信」のアイコンを選択します。

「GPへの送信」を選択すると転送を開

始します。

GP内にすでに画面が存在する場合は以

下のダイアログを表示します。

GP内の画面を上書きしてもよければ
　　をクリックして全てのファ

イルを転送します。
OK

NOTEOPERATION

⑤画面の転送が完了しました。

⑥「終了」をクリックして画面の転送を終了します。

GPご購入後、最初の転送ではGP本体に
プログラムを転送するために通常より
も3～5分時間がかかります。

転送情報に「転送終了」のメッセージ
が表示されれば転送完了です。

・ シミュレーション機能による動作確認

画面が完成したら、GPとパソコンを従来の転送ケーブルで接

続し、画面転送を行います。その際、転送設定画面で[シミュ

レーション機能の設定]のチェックボックスをチェックしてか

ら転送を行います。その後PLC を接続することなく[シミュ

レーション機能]によってパソコン上で動作確認をすることが

できます。　参照→「オペレーションマニュアル」
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■ PLCと GPの接続と通信設定
テスト運転を行う前に、GPとPLCそれぞれの通信条件を同じにする必要があります。

以下に、GPとPLCの接続方法、それぞれの通信設定、GPの動作環境設定を示します。

◆PLCと GPの接続方法

＜機器構成＞

RS-232C *1

計算機リンクユニット
AJ71UC24

MELSEC-AnA

*1　オプションケーブルGP410-IS00-O（5ｍ）が使用できます。

＜RS-232C接続ケーブル仕様＞

ピン番号

１

２

３

４

５

６

７

８

20

（25PIN　オス）

GP

（25PIN　オス）

ピン番号

１

２

３

４

５

６

７

８

20

MAX　15ｍ

信号名

FG

SD

RD

RS

CS

DR

SG

CD

ER

信号名

FG

SD

RD

RS

CS

DR

SG

CD

ER

計算機リンクユニット　AJ71UC24

シールド

2.2.8 STEP6　テスト運転

GP-PRO/PBⅢで作成した画面がGPに転送されました。PLCと接続してテスト運転を行いま

す。

GP477R

●

●

ケーブルを自作する場合は以下ような結線図でお願いします。
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◆通信設定
＜PLC側＞
　計算機リンクユニット　AJ71UC24は、以下のとおりに設定してください。

MODE

局番設定スイッチの詳細

局番０

X10

X１

←→

←→

←→
←→
←→

RS-232C側 RS-422側
設定値

使 用 不 可

設　定　内　容ﾓｰﾄﾞ設定
ｽｲｯﾁ番号
０
1
2
3
4
5
6
7
8

9

Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｅ

Ｆ

Ｄ

単 体 テ ス ト 用

使 用 不 可
形式４のプロトコルモード

形式１のプロトコルモード
形式２のプロトコルモード
形式３のプロトコルモード

形式１のプロトコルモード
形式２のプロトコルモード
形式３のプロトコルモード
形式４のプロトコルモード

無 手 順 モ ー ド 無 手 順 モ ー ド

形式１のプロトコルモード
形式２のプロトコルモード
形式３のプロトコルモード
形式４のプロトコルモード
無 手 順 モ ー ド
無 手 順 モ ー ド
無 手 順 モ ー ド
無 手 順 モ ー ド

形式１のプロトコルモード
形式２のプロトコルモード
形式３のプロトコルモード
形式４のプロトコルモード

無 手 順 モ ー ド
無 手 順 モ ー ド
無 手 順 モ ー ド
無 手 順 モ ー ド

あり

ON

設定項目設定ｽｲｯﾁ

→ ON

備考設定ｽｲｯﾁ
の設定

SW11
SW12
SW13
SW14
SW15
SW16
SW17
SW18

SW21
SW22
SW23
SW24

SW16
SW17
SW18

SW22
SW21

SW23
SW24

SW11
SW12

SW13
SW14
SW15

主チャンネル設定
データビット設定

伝送速度設定

パリティビットの有無設
定偶数ﾊﾟﾘﾃｨ/奇数ﾊﾟﾘﾃｨの設定
スットプビット設定
サムチェックの有無設定

未使用

RUN中書込み可・否設定
計算機ﾘﾝｸ/ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘﾝｸ選択

ON

偶数
２ビット

計算機リンク

８ビット

あり
可能

RS-422／485

なし
奇数
１ビット
なし
不可

マルチドロップリンク

OFF
RS-232C
７ビット

ﾓｰﾄﾞ設定ｽｲｯﾁA～D，設定時有効
ｍ：ｎのﾃﾞｰﾀ交信時は８ビット

ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄあり選択時のみ有効

必ず計算機リンク(ON)に設定

設定スイッチの状態

300 600
ON

OFF OFF
OFF OFF

OFF
1200 2400
OFF ON
ON ON
OFF OFF

4800 9600
OFF ON
OFF OFF
ON ON

OFF ON
ON ON

ON

使用不可19200ボーレート

→ ON

部分が設定例です。

モード設定(スイッチ番号) 4(形式4のプロトコルモード)(無手順モード）
主チャンネル設定 RS-232C
データビット設定 7ビット
伝送速度 19200(SW13=OFF、SW14=ON、SW15=ON)
パリティの有無設定 あり
偶数パリティ/奇数パリティの設定 偶数
ストップビット 2ビット
サムチェックの有無 あり
RUN中書き込み可否 可能
計算リンク/マルチドロップリンク選択 計算機リンク
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＜画面作画ソフトGP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0側＞

画面作画ソフトGP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.4.0のプロジェクトマネジャーよりGPシス

テムの設定を選択し、「通信方式」「伝送速度」「データ長」「制御方法」「パリティビット」

「ストップビット」の設定を行います。PLCと接続する前に必ず行なってください。

・ 通信の設定画面は、PLCタイプによって、異なります。

2.2　STEP6 テスト運転
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2.2　STEP6 テスト運転

＜GP側＞

通信の設定は、GP本体のオフラインモードでも設定可能です。GP本体のオフラインモード

に入り、「初期設定」で「通信の設定」と「動作環境の設定」を行います。

PLCと接続する前に必ず行なってください。

①GPの電源を入れ、10秒以内に画面左隅をタッチし、オフラインモードに入ります。

②「　１　初期設定」を選択します。

③「　２　I/Oの設定」を選択します。

④「　１　通信の設定」を選択します。

・　10秒以上経過してオフラインに入れな
かった場合、下図のように同時に3点を
タッチし「動作モード／オフライン」
を選択してオフラインに入ることもでき
ます。

⑤下図のとおり設定し、　設定終了　を押します。
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2.2　STEP6 テスト運転

◆GPの動作環境設定

①「　３　動作環境の設定」を選択します。

②システムエリア先頭アドレスをD00000に設定し、　設定終了　を押します。

③メインメニューに戻します。

④「　４　運転」を選択します。

これらの設定は、作画ソフトの「ＧＰシステムの設定」で行うこともできます。作画ソフト

より「GPシステムの設定」内容を転送する場合は、「転送設定」のダイアログで「GP設定情

報の転送」のチェックボックスをチェックしてから転送してください。
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2.2　STEP6 テスト運転

■テスト運転の実行
GPと PLCを接続したら、テスト運転をしてみましょう。PLCのデバイスの変化とGPの画面表

示の関係を図示します。

PLCのデバイスにデータ等を書き込んで確認してください。

B1

◆数量数値表示（部品）

D0100 8　0 （DEC）

GP PLC

D0100の値を数値表示します。

1
M0

◆運転中ランプＯＮ／ＯＦＦタッチキー（部品）

M0ビットをタッチ毎にセット／リセットします。

PLC

◆運転中ランプ表示（部品）

M0のステータスをランプ表示します。

M15

◆次画面タッチキー（Tタグ）

B2

画面が切替わります。

80

GP

GP

B1
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2.2　STEP6 テスト運転

B2　

◆ウインドウ表示＋棒グラフ表示（Uタグ、部品）

◆ウインドウ表示ＯＮ／ＯＦＦタッチキー（部品）

GP

（DEC）D0100 8　0

D0100の値を棒グラフ表示します。

1
0015

D010100のステータスでウインドウ表示します。

D010100　1:表示
　　     0:消去

PLC

D0101の00ビットをON、OFFします。

◆前画面タッチキー（部品）

GP

B1

１つ前に表示してい
た画面に戻ります。

D0101

B2
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